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　５．工事妨害に対する措置
　　ア．暴力団から工事妨害の被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告するとともに被害届を速やかに警察署に提出すること。

　　イ．警察から被害届受理証明書が交付され，かつ，工程の調整を行ったにも係らず工期に遅れが生ずるおそれがある場合は，建設工事請負契約約款（以下

　　　「約款」という）第２１条の規定による工事延長申請書に当該証明書を添付して提出すること。

　６．公衆災害防止措置
　　(1)工事に際し，工事関係者以外の第三者の生命，身体及び財産の危害，並びに迷惑を防止するために必要な措置をとること。

　　(2)上記について，「建設工事公衆災害防止要綱（平成５年１月１２日付　建設事務次官通達）」に基づき実施すること。

　７．現状復旧
　　工事に際し，隣接建物等に損傷を与えた場合は，速やかに現状復旧を行うこと。

　８．主要資材
　　(1)この工事の施工に対して，資材を購入し，又はやむを得ず工事の一部（主体的部分を除く）を第三者に請け負わせようとする場合は，極力，広島県内

　　　に主たる営業所を有する業者に発注するものとする。

　　(2)主要資材を購入しようとするときは，あらかじめ購入先の名称，所在地，及び資材名等を発注者に通知するものとする。

　　(3)当該工事に使用する砂については，原則として海砂（県外産を含む）を使用しないこと。ただし，特にこの取り扱いにより難い場合は，監督職員と協議

　　　すること。

Ⅱ　建築工事仕様
　１．図面及び特記仕様に記載されていない事項は，すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修，建築工

　２．特記仕様
　　(1)項目は番号に○印のついたものを適用する。

　　(2)特記事項は○印のついたものを適用する。

　　　○印のつかない場合は，＊印のついたものを適用する。

　　　○印と＊印のついた場合は，○印のついたものを適用する。

　　(1)完成施設事後調査（第一次調査）－引渡し後，概ね６ヶ月頃

　　(2)完成施設事後調査（第ニ次調査）－引渡し後，概ね１年目頃

　　(3)かし担保調査－建設工事請負契約約款第４１条に定める期間内

　　(4)材料及び製造所等の記載順序は不同である。

　　(3)項目欄に記載の（　　　）内番号は，建築工事共通仕様書の当該項目を示す。

　　　○印と＊印のついた場合は,共に適用する。○

特記事項
都市計画区域

・内（　・市街化　・市街化調整　）　　・外

用途地域

・第1種低層住居専用　・第2種低層住居専用　・第1種中高層住居専用　・第2種中高層住居専用

・第1種住居　・第2種住居　・準住居　・近隣商業　・商業　・準工業

・工業　・工業専用　・指定無し

防火地域

・防火　・準防火　・指定無し

その他の区域・地域・地区・街区

・建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（最新版）

・建築鉄骨設計基準　建設大臣官房官庁営繕部監修（平成１０年度版）

・建設工事公衆災害防止対策要綱　　　・建設副産物適正処理推進要綱

・建築工事安全施工技術指針

(1)現場説明に対する質問回答書　　(2)現場説明書

(3)特記仕様書　　(4)図面　　(5)建築工事共通仕様書

本工事の工事実績情報として「工事カルテ」を作成し,登録内容について,あらかじめ監督職員に報告し,

(財）日本建設情報センターに登録するとともに,登録結果を監督職員に提出するものとする。

なお，「工事カルテ受領書」の提出期限は以下のとおりとする。

　４．別途工事

章 項目
０ 敷地の位置

法

規

制

１ １ 適用基準等

２ 設計図書の優先順位

３ 工事カルテ
(１．１．４）

一

般

共

通

事

項

・引渡しを要するもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・現場再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・再生資源化を図るもの（・建設発生土・コンクリート塊・アスファルトコンクリート塊・建設発生木材）

・上記以外　１．１．１３(b)(5)，及び監督職員との協議による。

(1)建設工事（解体撤去工事も含む)から発生する建設廃棄物は,「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」を

　遵守し,建設廃棄物処理指針に基づき適正に処理すること。

　　また，元請け業者は，本工事により発生する特定建設資材廃棄物（特定建設資材（ｺﾝｸﾘｰﾄ，ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸ

　ﾘｰﾄ及び木材）が廃棄物になったもの）については，｢建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律｣（

　正に処理すること。

　以下｢建設リサイクル法｣。）及び｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律｣（以下｢廃掃法｣。）を遵守し，適

(2)元請け業者は，請け負った建設工事の全部若しくは主たる部分及び他の部分から独立してその機能を発揮

　する工作物の工事以外の部分を他の建設業を営む者に請け負わせようとする時は，当該他の建設業を営む

　ものに対して，法第12条第2項に基づき，法第10条第1号から第5号までに掲げる事項について告知すること

(3)建設工事の元請け業者は，｢建設廃棄物処理計画書｣，｢再生資源利用計画書｣及び｢再生資源利用促進計画｣

　書｣のとおり建設廃棄物が適正に処理されたことを確認するとともに，必要に応じて現地による確認，立入

　検査を行うこと。

(4)提出書類

　①元請け業者は，工事着手前に，次の書類を監督員に提出すること。

　　・建設廃棄物処理計画書

　　　　以下の書類を添付すること。

　　　　　ア　廃棄物処理業者（収集，運搬，中間処理・最終処分・再資源化施設）の許可の写し

発生材の処理等
（１．１．１３）

４
章 項目 特記事項
１

一

般

共

通

事

項

(3)工事完了時　　工事完成後１０日以内

　が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。

　　　　　イ　運搬ルート及び処分場の位置，事業の範囲，処理能力，処理方法を明示したもの。

　　　　　ウ　処分場の現地確認写真

　　　　　エ　建設工事の元請け業者と処理業者（収集，運搬，中間処理・最終処分・再資源化施設）との

　　　　　　　２者の業務委託契約書の写し

　　・再生資源利用計画書 ・再生資源利用促進計画書

　②元請け業者は，｢再生資源利用計画書｣，｢再生資源利用促進計画書｣及び｢建設廃棄物処理計画書｣に従い

　建設廃棄物及び特定建設資材が適正に処理されたことを確認し，工事完成時に次の書類を監督員に提出す

　ること。

　　・再生資源化等報告書

　　・建設廃棄物処理実施書

　　・再生資源利用実施書 　　・再生資源利用促進実施書

　　　　以下の書類を添付すること。

　　　　　ア　マニフェスト（産業廃棄物管理票）A,B2,D,E　票の写し及び再生資源化については，受入

　　　　　　　伝票の写し（マニフェストは原則として厚生労働省が示す全国統一のマニフェストを使用）

　　　　　イ　収集，運搬状況，中間処理，最終処分（処理・処分場・再資源化施設の看板，処理・処分場

　　　　　　　・再資源化状況等）の写真

(5)元請け業者は，工事完成後速やかに，建設リサイクル法第10条の届出を所管する地域事務所長（広島市

　呉市，福山市などにあっては各市長）に対して，｢再資源化等報告書｣を提出すること。

(6)本工事で発生した建設資材廃棄物は，広島県（環境局）及び保健所設置政令市（広島市，呉市，福山市）

　が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設で処理すること。

(7)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記６．に掲げる施設のうち受入条件

　従って，正当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。

実施工程表
（１．２．１）

５ 工事期間は建築設備も含んだ期間とし，工事全体を把握して作成し，監督職員の承諾を受ける。

建築材料等６

７

　原則水性系のものとする。また，可塑材については，水溶系のものとする。

建築材料の製造所，製品及び施工業者などは，特記されたもの又は同等以上とする。

なお，｢評価名簿による｣と特記されたものについては，国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢建築材料・設

て品質・性能の確認があったものとする。

ただし，上記の場合において同等以上とする場合は，監督員の承諾を受ける。

(1)図示した室について，下記の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し，厚生労働省が定める指針以下である

　ことを確認し，監督員に報告する。測定方法については，監督員と協議の上，測定に適したものとする。

　　（測定物質） 　　　　※ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　，ﾄﾙｴﾝ　，ｷｼﾚﾝ　，ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　，ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　，ｽﾁﾚﾝ

　　　　・その他（　　　　　　　　　　）

(2)木工用接着剤に含まれる可塑剤は，難揮発性のものとすること。

(3)木材保存剤（木材の防腐・防蟻処理）は，非有機リン系とし，クロルピリホスを発散しないものとする。

(4)塗料材料は，ホルマリン不検出のもので，原則水性系のものとする。

(5)壁紙，ビニル床タイル，ビニル床シート，幅木等に使用する内装工事用接着剤は，ホルマリン不検出で，

備機器材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（令和5年版）によるほか，これらと同等以上のものとす

る。当該評価事業の評価を受けたものを使用する場合は，評価書の写しを監督職員に提出し，その確認をもっ

８ 特別な材料の工法 建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は,監督職員の承諾を受けて,当該製品の指定工法による。

９ 電気保安技術者
（１．３．３）

＊適用する

技能士
（１．５．２）

１０ ＊適用する

項目章

指名
統括安全衛生責任者の

工程報告

保証書

設備工事との取合い１２

１３

１４

１５

別紙様式による期間別工事工程報告書を毎月２回１部提出すること。

請負者は本契約後直ちに「統括安全衛生責任者選任届出書」(任意様式）を提出すること。

第１項に規定する措置を講ずべき者として本工事現場代理人を指名する。

労働安全衛生法第３０条２項に基づき,当該地における工事について同条第１項に規定する工事について同条

＊自動閉鎖装置設置箇所の切り込み及び補強

＊図示した壁,天井の仕上材,下地材の切り込み及び下地補強

＊図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔,開口部の補強

（施工範囲）

(5)保管

　より提出するものとする。

　隣接建物等に損傷の恐れがある場合は,施工前,施工後の写真（カラー・キャビネ版）を監督職員の指示に

(4)その他の写真

　（完成写真の撮影業者）　＊監督職員の承諾する撮影業者

　（カラー・キャビネ版以上　表紙,背表紙に監督職員の指示により工事名称等を印字すること)

　（規格・提出部数） 　＊A4版クリアファイル　部　・A4版写真台紙　部　・アルバム　部

　（撮影箇所） 　建物外観各方向,主要箇所,主要室内,その他監督職員が指示する箇所

(3)完成写真

　提出するものとする。

　その他監督職員が指示する箇所は,A4版写真台紙（カラー・サービス版）にまとめて完成検査日までに1部

　水中又は地下に埋設される部分,その他完成後外部から検査または確認することができなくなる部分,及び

(2)工事中写真

　添付するものとする。

　工事の進捗に伴い工事全体状況及び主要工程の写真（カラー・サービス版）を期間別工事工程報告書に

(1)工程写真

下記のものを監督職員に提出する。工事中写真の撮影は「営繕工事写真作成要領」によるものとする。１１ 工事写真等
特記事項

１

一

般

共

通

事

項

 防水工事 ・アスファルト防水

・改質アスファルトシート防水

・合成高分子ルーフィング防水

・塗膜防水

 屋根工事 ・金属板葺き

・折板葺き

・瓦葺き

 漏水の場合等

 漏水の場合等

 漏水の場合等

 防錆工事

 特殊床工事 ・フローリング及び塗装

 プール工事 ・プール本体

・塗装（通常塗装の場合）

・アルミ・ステンレス・ＦＲＰ

 植栽工事 ・活着  枯死の場合

　工事区分 　　　　材　料　名 保証年数 　　　　　備　　　　考

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

　　　　年

次の工事について保証書を提出すること。

１６ 中間技術検査
（１．６．２）

１７ 完成時の提出図書
（１．７．１）
（１．７．２）

１８ アスベスト成形板の
処理等

１９ 残土処分

２０ 特定建設資材廃棄物

２１ 廃石膏ボード等処分

室内空気汚染（揮発性有

機化合物）対策

・造園 植栽

・内装仕上施工（　　　）・表装 内装

・塗装 塗装

・サッシ施工・ガラス施工 建具

・左官 左官

・内装仕上施工(鋼製下地作業) 金属

・建築板金・スレート施工

・建築大工

・タイル張り

 屋根及びとい

 木

 タイル

・石材 石

・防水施工（　　　　　　　　） 防水

・カーテンウオール施工 ウオール

 PCカーテン

 ALCパネル

 ブロック

 鉄骨

 コンクリート

 鉄筋

・ALCパネル施工

・ブロック建築

・とび

・左官・型枠施工・ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工

・鉄筋施工

　工事別 　　　　適　用　範　囲 　工事別 　　　適　用　範　囲

(2)登録内容の変更時　　変更契約締結後１０日以内

(1)工事受注時　　契約締結後１０日以内

１

※行う。（回数及び時期については監督員の指示による）

※提出を要する。（　　　　部）：A2　2つ折り

完成図は原則として原図にて修正を行い，施工図，保全に関する資料で必要なものの提出については，監督

職員の指示による。

１．処理を行うアスベスト成形板の仕様

・石綿スレート　　　・石綿セメント珪酸カルシウム板　　　・その他

２．施工調査

　アスベスト成形板の撤去にあたり、あらかじめ事前の調査を次の事項について行う。調査結果は、図面

　により記録し、監督職員に提出する。

　（１）アスベスト成形板の使用部位の確認

　　　　記載上のその使用範囲のみならず広く確認を行う。

　（２）アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　（３）アスベスト成形板使用数量の確認

　（４）施工範囲等の確認

（１）　処分場所

（２）　運搬距離　　　15.0　ｋｍ

（３）　受入条件

（４）　受入費用　　　平日受入費用

（５）　提出調書等　　提出を義務付ける。

　　なお,工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により上記の指定により難い場合は,発注者と受注

　　者が協議するものとする。

本工事により発生する特定建設資材廃棄物は，｢建設リサイクル法｣及び｢廃掃法｣を遵守し，適正に処理する

こと。詳細は，４　発生材の処理の項によること。

　（１）処分場所

　（２）運搬距離　　　　　　ｋｍ

　（３）受入条件

　（４）受入費用　　　平日受入費用

　（５）提出調書等　提出を義務付ける。

　　なお,工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により上記の指定により難い場合は,発注者と受注

　　者が協議するものとする。

Ⅰ　工事概要
　１．工事場所

　３．工事種目

　２．敷地面積

建築主体工事　　　　　　　　　１式

　３．本工事の場合には，竣工後，下記に示す調査を行うため，神石高原町役場より連絡があれば対応すること。

　　　事共通仕様書（平成２５年版）による。

　工事写真のネガは工事完成後,発注者に提出するものとする。

１．当該工事により発生する建設発生土は、請負者の責任において行う。

１．当該工事により発生する廃石膏ボード等は,請負者の責任において行う。

・（　　　ヶ所）

＊別途工事業者と密接に連絡し調整に当たらなければならない。又、足場等は無償で使用させること。

＊ｽﾘｰﾌﾞ補強･照明器具･換気扇･空調機器等の開口穴あけ､下地補強等は建設工事とする。
　（電気設備図･機械設備図参照の事。）

広島県神石郡神石高原町油木甲6836番地1

高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置 工 事

・フラット35対応　木造住宅工事共通仕様書

町内

電気設備工事　　　　　　　　　１式

機械設備工事　　　　　　　　　１式

2
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工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ

建築工事特記仕様書①

０２
Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



鉄筋
（５．２．１）

　　種類の記号 　　　　径

＊ＳＤ２９５Ａ

＊ＳＤ３４５

・ＳＤＲ２３５

　Ｄ１０，Ｄ１３,Ｄ１６

　Ｄ１９以上

　ＳＤＲ２３５規格相当品は,全国伸鉄工業組合広島支部白ラベル貼付表示品等

溶接金網
（５．２．２）

(1)網目の形状　　　　　寸法・径　　　　　　mm

(2)施工箇所

材料試験
（５．２．３）

JISの規格品については規格証明書の提出,その他は公的機関及びこれに準ずる機関において５．２．３(ｂ)

による試験を行うこと。

鉄筋を溶接する場合は,５．２．３(c)による試験を行うこと。

５ １

２

３

鉄

筋

工

事

（４．６．６）
＊建物内土間全域（別棟の自動車車庫,自転車置場を除く）

・張物下地部分（ビニール床タイル等）但し便所,土間部磁器タイル下地は除く

床下防湿層

接地部分の断熱材
（特定フロンを使用しないもの）

ポリスチレンフォーム保温材JISA９５１１規格品　３種ｂ（スキン層無し）

厚さ　　＊２５mm　　・　　mm

６

７

５
鉄

筋

工

事

（５．３．４）
(1)柱及び梁の主筋　　＊ガス圧接　　・重ね継手

(2)その他の主筋　　＊重ね継手　　・その他（　　　　　　）

（５．３．５）

打放し面（増打ち）　　柱サイド　　mm　　その他　　mm

形の種別　断面リストによる

（別図各部配筋２．２）

（別図各部配筋７．１）
補強形式　　構造関係共通事項による

（５．４．９）
検査方法　　＊超音波探傷試験　　・引張試験

４

５

６

７

８

鉄筋の継手

耐久性上不利な箇所等
の鉄筋のかぶり厚さ

帯筋

梁貫通孔補強

圧接完了後の検査

設計基準強度
（６．１．３）
（６．１．４）

＊普通コンクリート

・軽量コンクリート

　 　　 　

　　＊２１

　　・１８

　設計基準強度

　設計基準強度Fc(N/mm2) 　スランプ(cm) 　　　　　適用箇所

　　　　　適用箇所　種別

・１種　・２種

・１種　・２種

・１種　・２種

気乾単位容積

重量（ｔ/ｍ3）

　スランプ(cm)

　Fc（N/mm2）

　　・１８

　　＊２１

　　・２４

コンクリートの種別
レデｲーミクスト

（６．１．５）

　＊Ⅰ類　　　・Ⅱ類　　

コンクリートの仕上り
（６．２．５）

(1)部材の位置及び断面寸法の許容差　＊表６．２．２による　　・その他（　　　　　　　）

(2)コンクリート打放し仕上げ

＊合板せき板を使用する場合（表６．２．３）

　　種別

　　・Ａ種

　　・Ｂ種

　　・Ｃ種

　適　用　箇　所

＊図示による　・その他（　　　　　　　　　）

＊図示による　・その他（　　　　　　　　　）

＊図示による　・その他（　　　　　　　　　）

・合板せき板を使用しない場合

(3)仕上りの平坦さ　＊表６．２．４及び１５．３．２による　　・その他（　　　　　　　）

セメントの種別
（６．３．２）

＊普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種　　・高炉セメントＢ種

　普通ポルトランドセメントの品質はＪＩＳＲ５２１０の他，下記の規定に適合するものとする。

　　品質

　水和熱(J/g)

　規定

　７d

　２８d

　全アルカリ（Na2O　eq)　%

　塩化物イオン　%

　０．７５以下

　０．０２以下

　注）全アルカリ(Na2O　eq）の算出はＪＩＳＲ５２１０ポルトランドセメント付属書

　　ポルトランドセメント(低アルカリ形)による。

細骨材の塩分含有量

混和材料

塩化物量　Nacl換算　0.04%以下

＊混和剤　AE剤,AE減水剤,高性能AE減水剤

・混和材　（・フライアッシュ　・高炉スラグ　・膨張材）

呼び強度

（６．３．５）

（６．４．５）
呼び強度は,設計基準強度(Fc)に,温度補正値及び３N/mm2を加えた値以上とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ中の塩化物量
（６．５．４）

塩化物量（cl重量）0.30kg/m3以下

打継部止水板 (1)材種

(2)適用箇所

１０ 型枠のせき板の種類
（６．９．３）

＊合板　厚さ＊12mm　　・15mm

・床型枠用鋼製デッキプレート　製造所

下記以外は,６章１０節による。

(1)塩化物量の試験

　試料の採取　＊表６．１０．３による　　・その他（　　　　　　　　　）

　不合格の場合の処理

　不合格となった場合は,次の運搬車から各運搬車毎に試験を行い指定値以下である事を確認した後使用する

　ものとする。ただしこの場合連続して10台の運搬車の試験が指定値以下であることが確認できれば,その後

　は上記の試料の採取による。

(2)コンクリートの強度試験

　公的機関,及びこれに準ずる機関で行う。１週強度については生コン工場試験室でも良い。供試体の養生

　方法は，現場水中養生とする。

セメントの種類　＊高炉セメントのB種　・その他（　　　　　）

１１ 試験
（６．１０．１～
　６．１０．６）

１２ マスコンクリート
（６．１３．２）

６
コ

ン

ク

リ

｜

ト

工

事

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１３ 無筋コンクリート
（６．１４．１）
（６．１４．２）

６ (1)粗骨材の最大寸法（捨てコンクリート及び防水押さえコンクリートの場合）

(2)適用箇所

　　種類

　＊２５mm　　　　・その他　　　mm

　スランプ（cm)　適用箇所

・１５　・１８

・１５　・１８

・普通コンクリート

・軽量コンクリート

(3)発注強度

＊１８N/mm2　　　　・その他　　N/mm2

１４
（６．１５．１）

１５ 水密コンクリート

高い強度のコンクリート 　種別  設計基準強度Fc(N/mm2) スランプ（cm)　適用箇所

・５０　　

 スランプ(cm)

・１５　　

　適用箇所

　　種類

　　水セメント比（%)

コ

ン

ク

リ

｜

ト

工

事

章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

＊構外指示の場所に処分　・構外搬出適切処理　・構内指示の場所に敷き均し　・構内指示の場所に堆積

敷地周囲は真砂土厚１００mm敷き込みのうえ,転圧整地のこと（　　　ｍ範囲）

＊任意仮設　　　　　・但し諸数値については監督職員の指示を受けること

・指定仮設　　　　　・工法によっては,耐力確認試験を行うこと

(1)杭の本数　　＊最初の１本　　・図示による

(2)杭の種類　　＊本杭と同じ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

(3)杭の寸法　　＊本杭と同じ　　・その他（　　　　　　　　　　　　　　）

(4)設計支持力　　　ｔ/本　　 　・図示による

(5)支持力の算定方法　　＊平成13年国土交通省告示１１１３号による

長さ（ｍ）

断面寸法（mm）

継手

先端部形式・形状

　規格・材質等

　杭の種類

長期設計支持力(ｔ/本)

 鉄筋コンクリート杭  プレストレストコンクリート杭　左記に掲げるものの外

　建築基準法に基づく杭

　JIS規格品 　JIS規格品

＊１種　・２種 ＊Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

　・開放形　　・閉塞平坦形　　・その他（　　　　　　　　）

  ・無し　　＊有り（　　箇所　　　　　　）

(1)工法

・打込み工法

　（施工法）　＊プレボーリング併用工法　　・その他（　　　　　　　　　）

　（ハンマー）　＊油圧ハンマー　　・その他（　　　　　　　　）

　（杭打込み機の種類）　＊３点支持クローラークレーン　・その他（　　　　　　　）

　（プレボーリング掘削深さ）　ＧＬ－　　ｍ（オーガー径　　mm）

・認定埋込み工法　認定された条件に基づいて施工する。

・セメントミルク工法

　プレボーリング深さ　ＧＬ－　　ｍ

(2)継手の工法　　＊アーク溶接（半自動）　・その他（　　　　　　　）

(3)杭頭の処理　　＊行う　　　・行わない

(4)根固め液充填の確認　　・行う（　　箇所）　・行わない　

(1)掘削工法

　・アースドリル工法　・リバース工法　・オールケーシング工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭

　・拡底杭工法　他の工法との組み合せ

　（・アースドリル工法　・リバース工法　・オールケーシング工法　・場所打ち鋼管コンクリート杭）

(2)掘削深さ　　ＧＬ－　　ｍ

(3)断面寸法　　　　mm

(4)セメントの種類　　＊高炉セメントB種　・その他（　　　　　　　　）

(5)コンクリートの種別　　・A種　　・B種

(6)鉄筋の最小かぶり厚さ　　＊１００mm　・　　mm

(1)厚さ　＊６０mm　　・１００mm

(7)超音波測定　　＊行う　　・行わない

(2)再生クラッシャーラン　　・使用しない　　・使用する（適用箇所　　　　　　　　　）

厚さ　　＊６０mm　 　・５０mm

種別　　・Ａ種　　＊Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

現場の見やすい位置に監督職員が指示する表示板(400mm×600mm）を設ける。

別紙設計図による。

構内既存の施設　　・利用できる(＊有償　・無償）　＊利用できない

構内既存の施設　　・利用できる(＊有償　・無償）　＊利用できない

＊設ける　・設けない

(1)規模　・１号　　・２号　　・３号　　・４号　　・５号　　　㎡程度

(2)備品　・適用しない　＊適用する（監督職員の指示による）

建設発生土の処理
（３．２．５）
整地

山留め
（３．３．１）

試験杭
（４．２．２）

既製コンクリート杭
及び鋼杭地業
（４．３．２～７）
（４．４．２～５）

（４．５．３～５）

砂利地業
（４．６．３）

捨てコンクリート地業
（４．６．５）

（３．２．３）
埋め戻し及び盛り土

工事現場の表示
仮囲い等の安全施設
工事用電力
工事用水

監督職員事務所
（２．３．１）

杭地業

２

３

４

１

２

３

４

５

１

５
４
３
２

１

場所打ちコンクリート

４
地

業

工

事

事

工

土
３

２
仮
設
工
事

鉄骨製作工場
（７．１．３～４）

＊適用する（　　　　　　　　　）　　・適用しない

鋼材
（７．２．１）

　　材質

・ＳＮ４００Ｂ

・ＳＳ４００

・ＳＴＫ４００

・ＳＴＫＲ４００

・ＳＳＣ４００

　規格

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

　使用箇所

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

＊ＪＩＳ規格品・ＪＩＳ規格品以外

ＪＩＳ規格品以外の場合　　＊試験を行う　　・試験を行わない

高力ボルト

(1)加工能力　　＊構造関係共通事項による工場　　・監督職員が承諾する工場

(2)施工管理技術者

種類

＊トルシア形高力ボルト　（セットの種類　＊２種（S10T)　・その他　　　　　）

・ＪＩＳの高力ボルト　（セットの種類　＊２種（F10T)　・その他　　　　　）

・溶融亜鉛めっき高力ボルト　（セットの種類　１種（F8T相当)）

（７．２．２）
（７．４．５）

ターンバックル
（７．２．６）

(1)胴の種類　　＊割枠式　　　・その他（　　　　　　　　）

(2)ボルトの種類　　＊羽子板ボルト　　・その他（　　　　　　）

溶接部の検査
（７．６．１１）

(1)試験方法

　　試験の種別 　検査の種別 　試験数 　AOQL 　検査水準

＊超音波探傷試験

・浸透探傷試験

＊抜取検査・全数検査

　試験箇所

*4.0%・2.5%*第6水準

　備考

(2)試験機関　　監督職員が承諾する試験機関

錆止め塗装
（７．８．３）

(1)鉄面　　　＊表１８．３．１のＡ種　　・その他（　　　　　）

(2)亜鉛めっき面　　＊表１８．３．２のＢ種　　・その他（　　　　　）

耐火被覆
（７．９．２）

(1)種別　　＊耐火材吹付け（＊乾式工法　・湿式工法）　・ラス張りモルタル塗り　　・耐火板張り

(2)性能

アンカーボルトの材質
及び設置
（７．２．４）
（７．１０．３）

(1)材質

　構造用アンカーボルト　＊ＳＮＲ４００　　・その他（　　　　　　　　　　）

　建方用アンカーボルト　＊ＳＳ４００　　・その他（　　　　）

(2)構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状・寸法　＊図示による

(3)建方用アンカーボルトの保持及び埋込工法

　・Ａ種　　＊Ｂ種　　・Ｃ種

柱底均しモルタルの
材料及び工法
（７．２．９）
（７．１０．３）

(1)材料

＊無収縮モルタル（製造所　＊評価名簿による　・その他　　　　　）

・モルタル

(2)工法　　＊Ａ種　　・Ｂ種

亜鉛めっき
（７．１２．３） (2)適用箇所

(1)種別　　＊表１４．２．２のＡ種（軽量形鋼は,板厚によりＢ種・Ｃ種とする）１０

１

２

３

４

５

６

７

８

９

７
鉄

骨

工

事

・仮設計画図を作成し監督員の承諾を得ること。

・図示による

１１ 建築工事とする。スリーブ補強

・現場目視

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ ０３

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 建築工事特記仕様書② 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項

コ
ン
ク
リ
｜
ト
ブ
ロ
ッ
ク

Ａ
Ｌ
Ｃ
パ

コンクリートブロック
（８．２．２）
（８．３．２）

(2)厚さ　＊図示

ＡＬＣパネル

(1)種類　・Ｃ種　　　　・　　

(2)建築基準法に基づき定まる風速(Vo）及び地表面粗度区分

　　種類 　厚さ

　・外壁用

　・間仕切用

　・屋根用

　・床用

　耐火性能 　工法・種別

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

・Ｂ種・Ｃ種・Ｄ種・Ｅ種・Ｆ種・Ｇ種

８．４．６による

８．４．６による

＊図示による　　　・適用しない

(3)出隅・入隅部のパネル接合部目地幅　＊20mm　　・　　mm

押出成形セメント板

（８．４．２～
　８．４．５）

（８．５．２）
（８．５．４）
（８．５．５）

(1)パネルの種類，単位荷重,厚さ耐火性能,工法・種別

　　種類

　・外壁用

　・間仕切用

　表面形状 　工法・種別

・Ａ種　・Ｂ種

・Ｂ種　・Ｃ種

(1)パネルの種類,表面形状,耐火性能,工法・種別

＊図示による　　　・適用しない

(3)建築基準法に基づき定まる風速(Vo）及び地表面粗度区分

(4)出隅・入隅部のパネル接合部目地幅　＊15mm　　・　　mm

ネ
ル

押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

　単位荷重(N/m2)

　厚さ

(2)パネルの含有する原料による区分　＊タイプⅡ(無石綿）　・（　　　　　　）

８ １

２

３

(5)製造所　＊評価名簿による（　　　　　　　　）　

アスファルト防水
（９．２．２～
　９．２．４）

(1)防水層の工法による種類及び工程による種別

　　施工箇所 種類・種別 　施工箇所 種類・種別

(2)アスファルトの種別　　＊3種　　

(3)押さえ金物の材質及び形状寸法

(4)屋根保護防水断熱工法に用いる断熱材の材質及び厚さ

(5)絶縁用シートに使用する材料

　材質　＊押出法ポリスチレンフォーム3種b両面スキン層付(JISA9511）　・（　　　　　　　　　）

　＊アルミニウム製L-30×15×2.0mm　　・（　　　　　　　　　　　）

　厚さ　＊25mm　　・　　mm

　屋根保護防水工法　＊ポリエチレンフィルム　・（　　　　　　　）

　屋根保護防水断熱工法　＊フラットヤーンクロス　・（　　　　　　　　）

(6)立上り部コンクリート打放し仕上げの種別

　＊表６．２．３のＢ種　　・（　　　　　　　　）

(7)成形伸縮目地材

　製造所　＊評価名簿による　・（　　　　　　　　　　　　）

(8)防水立上り部の乾式保護材

　製造所　＊評価名簿による　・（　　　　　　　　）

(9)屋根露出防水絶縁工法の脱気装置

　＊設ける　　・設けない

　種類・材質（　　　　　　　　）　設置数量（　　　　　　　　　　）

９
防

水

工

事

１

改質アスファルト
シート防水
（９．３．２～
　９．３．４）

(1)防水層の工程による種別

　　施工箇所 　施工箇所　種別 　種別

合成高分子系 (1)防水層の工法による種類及び工程による種別

　　施工箇所 種類・種別 　施工箇所 種類・種別

(2)絶縁用シートの材質　＊発砲ポリエチレンシート　・（　　　　　　　　）

＊図示による　　　・適用しない

(3)建築基準法に基づき定まる風速(Vo）及び地表面粗度区分

塗膜防水

（９．４．２～
　９．４．４）

（９．５．２～
　９．５．４）

(1)防水層の材料による種類及び工程による種別

　　施工箇所 種類・種別 　施工箇所 種類・種別

　＊設ける　　・設けない

　種類・材質（　　　　　　　　）　設置数量（　　　　　　　　　　）

(2)種別Ｘ－１における脱気装置

(3)種別Ｙ－２における保護層（工程５，６）の適用

・保護シート（　　　　　　　　　　）

・保護モルタル（　　　　　　　）・保護コンクリート（　　　　　　　　）

漏水試験 屋内については水張試験を行う。

シーリング用材料
（９．６．２）

施工箇所は,下記以外表９．６．１による。

　　シーリング材の種類 　施工箇所

ルーフィングシート防水

２

３

４

５

６

７ ＊簡易接着性試験　　・引張接着性試験　　・行わない

（９．６．５）
シーリングの試験

１０ 天然石
（１０．２．１）

テラゾブロック及び
テラゾタイル
（１０．２．１）

１１

１２

石

工

事

１

２

１

２

タ

イ

ル

工

事
３

４

１
木

工

事
２

３

４

５

(1)品質

　＊１等品（床以外）　＊2等品（床）　・（　　　　　　　　　　）

(2)石材の種類及び表面仕上げ

　　施工箇所 　種類・産地・名称 　表面仕上げの種類

＊図示による　　　・適用しない

(3)建築基準法に基づき定まる風速(Vo）及び地表面粗度区分

(1)種石の種類・大きさ　　＊大理石　　　10mm　　・（　　　　　　　　）

(2)表面仕上げ　・（　既設に合せる　）

(3)製造所　＊監督職員が承諾する工場

(1)外壁　　＊立面図による　　・表１１．１．１による

(2)屋内　　＊１１．１．３（b）による　・表１１．１．１による

接着力試験　　＊行う　　・行わない（　　　　　　　　　）

(1)試験方法　＊１１．１．４(b)(1)による　・（　　　　　　　　　）

(2)試験体　　＊１１．１．４(b)(2)による　・（　　　　　　　　　）

(3)引張接着強度　＊表１１．１．２による　・（　　　　　　　　　　　）

　　施工箇所

(1)タイルの形状・寸法,きじの質,うわぐすりの有無

(2)役物使用箇所

　形状寸法(mm) 　き　じ うわぐすり　その他

内装

外装

(3)タイルの見本焼き　　＊行わない　・行う（　　　　　　　　　　　）

(4)製造所　　＊評価名簿による　・（　　　　　　　　　　　　　）

(5)保水剤製造所　　＊評価名簿による　・（　　　　　　　　　　）

(6)既製調合モルタル　　＊使用する（製造所　＊評価名簿による　・　　　　　）　・使用しない

　壁タイル張り

(1)内装タイル　＊接着剤張り　・改良積み上げ張り

(2)外装タイル（小口タイル以上二丁掛け以下）

　＊密着張り　・モザイクタイル張り　・改良圧着張り

単材の樹種及び厚さ

　　施工箇所　　　　　　　　　　　樹種　　　　　　　　　　単材の厚さ（mm)

　ホルムアルデヒド放散量　＊F☆☆☆☆

化粧単版の樹種及び厚さ

　施工箇所 　樹種 　厚さ(mm) 　施工箇所 　樹種 　厚さ(mm)

　柱

　鴨居・長押・廻縁

　天井板

　敷居＊0.6以上　

＊1以上　 ＊0.2以上　

＊1.5以上　

　ホルムアルデヒド放散量　＊F☆☆☆☆

＊行う（適用箇所　＊図示による　・　　　　　　　　）　・行なわない

＊行なわない　・行う（適用箇所　＊図示による　・　　　　　　　　　）

　保存木材の性能区分　＊Ｋ３　

　保存木材の性能区分　＊Ｋ１　

＊行なわない　・行う（適用箇所　＊ラワン材　・　　　　　　　　　）

伸縮調整目地及びひび
割れ誘発目地
（１１．１．３）
施工後の確認及び試験
（１１．１．４）

材料
（１１．２．１）
（１１．２．３）

陶磁器質タイル後張り
工法
（１１．３．３）

造作用集成材

化粧ばり造作用集成材

（１２．２．２）

（１２．２．２）

防腐処理
（１２．２．８）

防蟻処理
（１２．２．９）

防虫処理
（１２．２．１０）

７

６ 含水率試験 ・行わない　　＊行う

代用樹種 ＊使用できる　・使用できない

１３
屋
根
及
び
と
い
工
事

１ 長尺金属板葺き
（１３．２．２）
（１３．２．３）

長尺金属板の種類

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）　　　・フッ素樹脂鋼板

・ポリ塩化ビニル被覆金属板（ＳＧ　Ａ種）　　　　

・塗装溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

・塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

長尺金属板の厚さ（ｍｍ）

　一般部　・0.3　・0.35　※0.4　・　　　谷部　※0.4　・0.5　

屋根葺き形式　　・かわら棒葺　・平ふき　・横ふき　・丸はぜ型ぶき 

建築基準法に基づき定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は、図示による。

屋根葺工法を定める専門業者

１３
屋
根
及
び
と
い
工
事

２

３

４

５

・ポリ塩化ビニル被覆金属板（SG A種）

材料　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）　　　・フッ素樹脂鋼板　　・ﾖﾄﾞｶﾗｰＧＬ

　　　厚さ　　　ｍｍ　　　形による区分　　※重ね型　　　・はぜ締め型併用

形式　山高　　　ｍｍ　　　ピッチ　　　ｍｍ　　　耐力

・塗装溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

・塗装溶融55％アルミニウム-亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）

タイトフレーム、けらば納めは屋根ふき工法に応じた専門業者の仕様による。

建築基準法に基づき定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は、図示による。

種類　屋根　・大波　　・中波　　・リブ波　　・小波（自転車置場）

　　　外壁　・大波　　・中波　　・リブ波　　・小波

　　　軒先　※面戸板を仕様

　　　面戸板は石綿スレート製とする。

外壁の出隅　※隅当て使用　　　

座金の厚さ（ｍｍ）　　※1.6以上

建築基準法に基づき定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は、図示による。

形状　　　　　　等級

製造所　　※評価名簿による　　

建築基準法に基づき定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は、図示による。

形状

製造所

材種　　　※硬質塩化ビニル管　・配管用鋼管　　・カラー品　　・既設品再用

防露　　　※行わない　　　　　・行う

掃除口　　 ・　有 ・　無

とい受金物　　　※　市販品　　　・　表13.6.2による　　・ステンレス製

製造所　※評価名簿による　　　・既設品再用

断熱防水の場合、断熱防水用ルーフドレインとする

折板葺き
（１３．３．２）
（１３．３．３）

スレート波板葺き
（１３．４．２）

粘土瓦葺き
（１３．５．２）
（１３．５．３）

石綿セメント板（化粧）
等葺き

とい
（１３．６．２）
（１３．６．３）

ルーフドレイン
（１３．６．２）
（１３．６．３）

たてどいの床及び
高さ（ｍｍ） 床　　　※150

　　　　　   天井　　※30

防露を行わない場合　シーリングプレート（ステンレス製）を取付る（床,天井）

防露を行う場合 バンド（ステンレス鋼帯SUS304　厚さ0.3mm）で被覆する。

天井面の取り合い部

１４ ※HL仕上げ　・鏡面仕上げ　

・Ｂ－１種

・Ｂ－２種

皮膜の品質試験 ・　行う ※　行わない（試験成績表の提出）

　表面処理の種類 　施工箇所 　表面処理の種類 　施工箇所

　種別 　施工箇所 　種別 　施工箇所

亜鉛めっき面の試験　※行う（付着量試験）　・行わない

・押出し形材　・板曲げ

・図示

※設けない　・設ける（図示による）

スパンドレル（ﾖﾄﾞｶﾗｰＧＬ）　種別

　製　　法

　寸法（mm）

　形　　状

　表面処理

　伸縮継手

　板幅

　板厚：0.5ｍｍ

※Ｂ－１種　・Ｂ－２種

※押出形材

　　部材の種類　　・２５０形　・３５０形　・　

・曲げ材 

　　材質  JIS　H 4100　A6063S

　　表面処理 ※　A-1種又はB-1種

　　厚さ（ｍｍ）　・　　　　　・形状図示

建築基準法により定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は、図示による。

亜鉛めっき　・行う（※Ｃ種　　　・　　　）　　※行わない

　　表面処理　　　※Ａ－１種又はＢ－１種　

金

属

工

事

ステンレス表面仕上げ
（１４．２．１）

ニウム合金の表面処理
（１４．２．２）

鉄の亜鉛めっき
（１４．２．３）

金属成形板張り
（１４．６．２）
（１４．６．３）

アルミニウム製笠木
（１４．７．２）

１

２

３

４

５

６

アルミニウム及びアルミ

鋼製手すり（１４．８．２）

・　黒　　　・　カラー耐酸被覆メタル７ 　製造所

※鋼板製（表面処理亜鉛めっき鋼板とし、亜鉛の最小付着量は両面で

　１２０ｇ／㎡以上とする。ただし取付金物は除く）

・　アルミニウム製

　　　　表面処理　　　※　B-1種　　　・　B-2種

　種類サッシ取合い間仕切板

鋼製床組

８

※ 監督職員の承諾する製造所

・　JIS規格品

ＭＳ－２

ＰＵ－２

　・上記以外図示による

・樋カバー

・　木製

出隅・端部

出隅

待機所 積層材

（設計監理者の承諾を要す。）

玄関・ﾎﾟｰﾁ床 100角 磁器質

t＝25（PU塗装）

トイレ 御影石

2階　南側陸屋根部分 ｳﾚﾀﾝ塗膜

６

９

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ ０４

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 建築工事特記仕様書③ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



章 項目 特記事項 章 項目 特記事項 章 項目 特記事項
モルタル塗り及びプラ 吸水調整剤　　製造所　　※評価名簿による

モルタル塗り 既製目地材　　※使用しない　・使用する

（１５．２．２）

１５

防水モルタル塗り
（１５．２．３）

施工個所　※建具枠回り　　・図示による　

防水剤の製造所　※評価名簿による　

セルフレベリング材

（１５．４．３）
（１５．４．２）

　種類 　施工箇所

※セメント系

・石こう系

※ １ ０ 　

※ １ ０ 　

仕上塗材仕上げ
（１５．５．２）
（１５．５．４）

建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

・薄付け仕上塗材

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状

・着色骨材砂壁状

・内装薄塗材Ｅ

　種類 　仕上の形状 　工法

　吹付け

・砂壁状ジュラク 　吹付け

・厚付け仕上塗材

工法

・外装薄塗材Ｅ スタッコ状 ・吹放し

・凸部処理

吹付け

上塗材

・行う

・行わない

　種類 　仕上の形状

・複層仕上塗材

種類 仕上の形状 上塗材

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＳ

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｓｉ

ローラー ・水系 ・シリカ系

※水系

・凸部処理

・凹凸模様

吹付け

・溶剤系

・弱溶剤系

＊アクリル系

・ポリウレタン系

・フッ素系

・つやなし

※つやあり

・つやなし

※つやあり

・つやなし

・メタリック

※つやあり

・つやなし

＊アクリル系

・ポリウレタン系

・アクリルシリコン系

・ゆず肌

１

２

３

左

官

工

事

４

６

７

８

軽量骨材仕上塗材

ロックウール吹付け

吹付け

（１５．７．２）

張物タイル下地

ALCパネル内壁目地部の形状

※ V型目地付き

※　JIS規格同等品 ・　JIS規格品

軽量骨材仕上塗材 ※吹付用軽量骨材仕上塗材 ※５

骨材の種類　　※パーライト　　・バーミキュライト　　

　種別 　種類 　仕上厚（ｍｍ）

建築基準法に基づき不燃材料の指定又は認定を受けたものとする。

(1)種別　※一般用

(2)色彩　・着色　　・原色

(3)厚さ（ｍｍ）　　・10　　　・15　　　・20　　　

張り物タイル（ビニール床タイル等）下地は1階防水モルタル塗、2階以上はモルタル塗りとする。

１６ アルミニウム製建具
（１６．２．２）

(1)性能等級等

種別 ※Ａ種 ・Ｂ種

耐風圧性 ※Ｓ－４ ・Ｓ－５

気密性 ※Ａ－３

水密製 ※Ｗ－４

枠の見込み寸法（ｍｍ） ７０

表面処理 ※Ｂ－１種　・Ｂ－２種（色調　　　　　　　　）

・Ｃ種

・Ｓ－６

・Ａ－４

・Ｗ－５

１００

(2)防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

(3)断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

(4)耐震ドアセットの面内変形追従の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３

(5)製造所　※評価名簿による　

(6)防虫網の材質　※ガラス繊維入り合成樹脂　・合成樹脂　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）

建

具

工

事

１

鋼製建具
（１６．３．２）

※扉にラッチ受座用切込開口補強　　・枠に解錠機構用切込開口補強

(1)防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

(2)断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

(3)耐震ドアセットの面内変形追従の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３

(4)製造所　※評価名簿による

(5)煙感知器連動とする防火戸の解錠機構は別途とする。

２

標準型鋼製建具
（１６．３．６）

(1)建具用金具 16.3.6（2）による

(2)製造所 ※　評価名簿による　

３

鋼製軽量建具
（１６．４．３） 召合せ、縦小口の包み板 ・鋼板　※ステンレス　・アルミニウム

押縁 ※鋼板　・ステンレス　・アルミニウム

扉の表面板

製作所　　※　評価名簿による　　　

　区分 　材質

枠類

※鋼板　・ビニル被覆鋼板（製作所仕様）

※鋼板（くつずりはステンレス）　・製作所仕様

標準型鋼製軽量建具
（１６．４．６）

(1)建具用の金物 16.4.6（2）による

(2)扉の表面板　※鋼板　　・ビニル被覆鋼板（製作所仕様）

・オーダーメイド　※レディーメイド及びこれに準ずる建具

ステンレス製建具

木製建具

（１６．５．２）
（１６．５．５）

（１６．６．２）

(1)防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級　・Ｔ－１　・Ｔ－２　・Ｔ－３

(2)断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級　・Ｈ－１　・Ｈ－２　・Ｈ－３

(3)耐震ドアセットの面内変形追従の等級　　　　・Ｄ－１　・Ｄ－２　・Ｄ－３

(4)製造所　※評価名簿による

(5)曲げ加工 ※　普通曲げ ・　角出し曲げ

(6)製作所 ※　評価名簿による　

(1)建具材の加工、組立て時の含水率　・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種

(2)表面材の合板のホルムアルデヒド放散量　＊Ｆ☆☆☆☆

４

５

６

７

１６
建

具

工

事

建具用金具
（１６．７．２）
（１６．７．４）

種類 型式 製造所

モノロック ※評価名簿による

本締り付モノロック ※評価名簿による

本締り錠 ※評価名簿による

ドアクローザー ※面付形

・コンシールド形

※評価名簿による

ピボットヒンジ ※持出し吊り

・中心吊り

※評価名簿による

ヒンジクローザー ・丁番形

・中心吊り形

※評価名簿による

フロアーヒンジ ※評価名簿による

(1)型式,製造所

（１６．８．２）
（１６．８．３）

自動ドア開閉装置

自閉式上吊り引戸装置
（１６．９．２）

８

９

１０

１１ 重量シャッター
（１６．１０．２）
（１６．１０．３）

１２ 軽量シャッター
（１６．１１．２）
（１６．１１．３）

１３ オーバーヘッドドア
(１６．１２．２）
(１６．１２．３）

(2)鍵箱　　　　　・設ける（　　個用）　・設けない

(3)マスターキー　・製作する（　　組）　・製作しない　　・既設建物ﾏｽﾀｰｷｰに合わせる。

(4)引違扉の鎌鍵はトリガー付とする。

(1)検出装置　種類　　　・マット　・電子（電磁）　・光線（反射）　・音波　・熱線　　・光電　　・ﾀｯﾁ

　　　　　　取付位置　・床面　・天井面　・壁面　・無目　・建具

(2)開閉機構の製作所　※評価名簿による　

(1)製造所 ※　評価名簿による  

(2)開閉時制動装置　・設ける　・設けない

(1)種類 ・　一般　　・　外壁用防火　　・　屋内用防火　　・　防煙

※　上部電動式（手動併用）　　　・　上部手動式　　　

(3)障害物感知装置　　※　設ける　　　・　設けない

　　防火・防煙シャッターにおいては、手動閉鎖装置又は連動閉鎖機構による自重降下中に,障害物を感知

　　しても、自重降下の状態を維持するものとする。

(4)シャッターケース（防火、防煙以外）　　・　設ける　　　・　設けない

(5)耐風圧性能　　　・　50　　※　80　　・　120

(6)製作所　　　※　評価名簿による　

(2)開閉機能による区分

　※スチールタイプ　・アルミニウムタイプ　　・ファイバーグラスタイプ

　　※陽極酸化塗装複合皮膜（　・　標準色　　・　指定色）　・陽極酸化皮膜

(1)セクション材料による区分

(2)開閉方式による区分　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

(3)収納形式による区分　・スタンダード形　・ローヘッド形　・ハイブリッド形　・バーチカル形

(4)ガイドレールの材質　※溶融亜鉛めっき鋼板（めっき付着量　Z27）厚さ2.0mm以上

　　　　　　　　　　　・ステンレス鋼板（SUS304）厚さ2.0ｍｍ以上

(5)アルミニウム型材の表面処理

(6)耐風圧性能　　・50　　※75　　・100　　・125

(7)製作所　　※　評価名簿による

(1)開閉機能による種類　　※　手動式　　　・　上部電動式（手動併用）

(2)スラットの材質　　※　塗装溶融亜鉛めっき鋼板　

(3)スラットの形状　　・　インターロッキング形　　・　オーバーラッピング形

(4)耐風圧性能　　・　50　　※　65　　・80

(5)シャッターケース　　・　設ける　　・　設けない

(6)ガイドレールの材質　　※ステンレス製（ＳＵＳ３０４）　　

・中柱（鋼製）内法高2.5ｍ以上補強型

・座板（屋外）ステンレス製2L-3×40×40SUS304

(7)製作所　　※　評価名簿による　

防火又は防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器は別途とする。

１４ ガラス材料
（１６．１３．２）

建築基準法により定まる風速（Vo）及び地表面粗度区分は図示による。

（１６．１３．２）
建具の種類 材種

鋼製 ※シーリング材　

アルミニウム製 ・ガスケット　※シーリング材（引違い窓はガスケット）

ステンレス製 ※シーリング材　

木製 ※シーリング材　

防火戸のガラスのとめ材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

ガラスの留め材１５

付属電気設備
　自動扉の電源スイッチ以降の配線工事（配管及び位置ボックスは別途工事とする。）

　電動シャッターの操作スイッチ以降，シャッター制御盤までの配線工事

　（配管及び位置ボックスは別途とする。）

　三相電動機0.4Kw以上の場合は,機器付属の操作盤内に電動機保護用遮断器

金属製建具の取付け

及び進相用コンデンサーを設置。

電動シャッター、自動扉の施工範囲は下記による。

アンカーは、原則として電気溶接とする。

６

５

４

３

２塗　

装　

工　

事

１

１

ルペンキ塗りとする。流し台廻り（FL+1,300内外），作業台（窓下実験台共）の作業面+300の範囲は,ビニー

部分の指定（VE）
ビニールペンキ塗り

・つや有り合成樹脂エマルジョンペイント２回塗り

・アクリル樹脂エナメル２回塗り・行う・Ｃ種

・Ｂ種

・行わない

・行う・Ａ種

仕上材塗り凸面処理種類

（１８．１８．２）
マスチック塗料塗り
（１８．４．２）

※　1種　　・　2種

塗りの塗料種類
合成樹脂調合ペイント
（１８．３．２）
鉄面錆止め塗料の種別 屋内でA種とする箇所　　

  2液形ポリウレタンエナメル、常温乾燥型ふっ素樹脂エナメル塗の場合はA種

　　　　　　　鋼製建具以外　・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

亜鉛めっき面　鋼製建具　　　※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

  2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥型ふっ素樹脂エナメル塗りの場合はB種

鉄面　・A種　　・B種　　※C種

　　　透明塗料塗り　　※Ｂ種　　

木部　不透明塗料塗り　※Ａ種　　・　

（１８．２．４）
（１８．２．３）
（１８．２．２）
素地ごしらえ

屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

（１８．１．３）
防火材料１８

　遮音性　（・　　　　　　　　　　　）　　　断熱性　（・　　　　　　　　　　）

　耐火性　（・　　　　　　　　　　　）　　　耐温度差性　（・　　　　　　　　）

　気密性　（・　　　　　　）

　水密性　可動部　（・　　　　　　）　その他　（・　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慣性力に対する安全性能　（・　　　　　）

　耐風圧性（・　　　　　　　）　耐震性　層間変異追従性能　（・　　　　　　　）

(2)製作所

(1)性能カーテンウオール工事
（１７．１．３）

１７

ビニル床シート,ビニル
床タイル及びゴム床タ
イル張り
（１９．２．３）

・　ビニル床シート

厚さ（ｍｍ） 工法

※発泡層のないもの ・2.0　※2.5　・突付け

・熱溶接

・　ビニル床タイル

　種類 　記号 　色柄

　種類

・ホモジニアスビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル

　記号 　厚さ（ｍｍ）

ＨＴ

ＣＴ

ＣＴＳ

※２．０

・半硬質

・軟質

化学教室，実験室等は耐硫化塩ビシート貼りとする。

※ 無 地 　※ Ｎ Ｃ 　

・　特殊機能床材（帯電防止）

ＪＩＳ　Ｋ６９１１準拠　２０℃　４０％ＲＨ　性能

・帯電防止床シート ＮＣ ※２．０ 体積抵抗値（Ω）

・帯電防止床タイル ＣＴＳ 体積抵抗値（Ω）

・１．０×１０ 以下

・１．０×１０ 以下

9

9

・　特殊機能床材（帯電防止以外）

　種類 　記号 　厚さ（ｍｍ）

　種類 　厚さ（ｍｍ） 　製造所

・　ビニル幅木

材質 厚さ（ｍｍ） 高さ（ｍｍ）

※軟質　・硬質 ※ ２ 　 ※６０　・７５　・１００

１

　カーペット敷き
（１９．３．３） 種別 パイル形状 寸法（ｍｍ） 工法

※Ａ種 ※ループパイル ※５００角 ※全面接着

・Ｂ種 ・カットパイル

総厚さ

※６．５

（ｍｍ）電気抵抗（Ω）

帯電防止の場合１０以下

JIS　L1904　23℃　25％RH

２ ・　タイルカーペット

ル
｜

｜
カ

オ
ウ
ン
テ
事
工

１６

１７

　厚さ（ｍｍ）

・見本品提出の上決定する

・同　上

・同　上

・改修部分は図示による

内　

装　

工　

事

１９

スター

・微弾性ﾌｨﾗｰ改修工法

・2.5（防滑）

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ ０５

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 建築工事特記仕様書④ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



特記事項項目章特記事項項目章特記事項項目章
合成樹脂塗り床
（１９．４．３）

・弾性ウレタン塗り床　仕上げの種類　※平滑仕上　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

・エポキシ樹脂塗り床　仕上げの種類　・薄膜流し展べ仕上げ　・厚膜流し展べ仕上げ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・樹脂モルタル仕上げ　・防滑仕上げ

床用防塵塗料塗り 製造所　イサム塗料ＫＫ（エポフロアーＵ）

　　　　ＫＫエービーシー商会（カラートップU）

フローリング張り
（１９．５．２～
　１９．５．６）

・単層フローリング

　種類　・フローリングボード　・フローリングブロック　・モザイクパーケット

　工法　・湿式工法　・乾式工法（・釘止め工法　・接着工法）

・複合フローリング（※1種　・2種　・3種）

　樹種　※ひのき　　・ブナ　　・ナラ　　・カバ　　・図示による（表層単板　ｔ＝2.0さくら）

　模様　※えん甲板　・寄木　・メーカー仕様による

　　　　エスケー化研KK（アーキフロアーEH）

　　　　中外商工KK（アートフロアーEUコート）同等

　工法　※釘留工法（・A種　※B種　・C種）　・接着工法

ホルムアルデヒド放出量　・F☆☆☆☆

畳敷き
（１９．６．２）

種別　　・　A種　　・　B種　　・　C種　　・　D種

畳床の防虫処理は防虫加工紙を使用してもよい。

D種の場合の畳床の記号　　・　KT-Ⅰ　　　・　KT-Ⅱ　　　・　KT-Ⅲ　

　

せっこうボード,その他
ボード及び合板張り
（１９．７．２）

せっこうボード、その他のボード

材種・規格 施工場所 張り方 厚さ（ｍｍ）等

・石こうボード

　ＪＩＳ　Ａ６９０１

　　　　　　　規格品

・壁 ・下張り ・突付け ・９．５（準不燃認定品）

※１２．５（不燃認定品）

・上張り ・目透し

・直張り ・突付け

・突付けＶ目地

・継目処理

・９．５（準不燃認定品）強化

※１２．５（不燃認定品）

・天井 ・下張り ・突付け ・９．５（準不燃認定品）

※１２．５（不燃認定品）

・上張り ・目透し ・９．５（準不燃認定品）

・直張り ・突付け ※１２．５（不燃認定品）

・継目処理

・化粧石こうボード 　直張り 　突付け

（・準不燃認定品・不燃認定品）

（・455×910　・910×910）

９．５

・化粧石こうボード

（杉板目プリント）

　直張り 　目透し ９．５（準不燃認定品）

下地共メーカー仕様による

・吸音用穴あき

　石こうボード

９．５（準不燃認定品）

不燃性原紙裏打ち

・ロックウール

　化粧吸音板

　天井 ・上張り

・直張り

　突付け ・９（不燃認定品）

・１２（不燃認定品）

・　　（不燃認定品）

　JIS　A6301による

　JIS　A6307　規格品

・ロックウール

　吸音材

　天井 ※２５（不燃認定品）

ロックウール吸音ボード

　　　　　　１号（６０Ｋ）　規格品

・グラスウール

　吸音材

・天井

・壁

※２５（不燃認定品）

グラスウール吸音ボード

　　　　　　２号（３２Ｋ）　規格品

　JIS　A6303

　JIS　A6306

　規格品

・木毛セメント板

　JIS　A5404

・２０　※２５　・３０

※難燃木毛セメント板

・断燃木毛セメント板

　（準不燃認定品）

・無石綿セメントけ

　い酸カルシウム板

・繊維強化セメント板

　規格品

・６　・８　・１０　・１２　

　（不燃認定品）

　JIS　A5430

＊天井及び壁に使用するものは、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

・合板

　天井及び壁に使用するものは、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

　ホルムアルデヒド放散量　　＊F☆☆☆☆

　　・難燃合板（表面の品質　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　・特殊合板

・パーティクルボード及びMDF

　ホルムアルデヒドの放出量　　※Eo　　

　種類 　厚さ等 　種類 　厚さ等

３

４

５

６

７

壁紙張り
（１９．８．２）

・１級　　・２級　　・４級

・１級　　・２級　　・４級

・１級　　・２級　　・４級

建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたものとする。

　施工箇所 　品質（製造所） 　耐火性能の級別

８

１９
内　

装　

工　

事

断熱材打ち込み工法

　しないもの）
（特定フロンを使用

（１９．９．２） ・硬質ウレタンフォーム保温材

２種ｂ

３種ｂ

１種２号

※２５　・２０

※２５　・２０

・２５　※２０

断熱材補修材　・断熱材と同材

　　　　　　　・吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材（次項による）

上記保温材は特定のフロンを含まないものとする。

厚さ　　ｍｍ　　　難燃性　　※　2級　　　・図示による

製造所　　※　評価名簿による

上記保温材は特定のフロンを含まないものとする。

断熱材現場発泡工法

　しないもの）
（特定フロンを使用

（１９．９．３）

１０

１１ メラミン樹脂化粧板 JISK　6903規格品

厚さ　　・　1.0　　※　1.2　　・　1.6

１２ 浴室天井材 準不燃認定品

製造所

見切縁、水切りは特記製造所の仕様による。

１３ フローリング特殊張り
及び捨板特殊張り

体育館、格技場用

※　監督職員の承諾する施工業者

　材種 　種別 　厚さ（ｍｍ）

※押出法ポリスチレンフォーム保温材

※押出法ポリスチレンフォーム保温材（接地部分）

９１９
内　

装　

工　

事

２０ フリーアクセスフロア
（２０．２．２）

施工箇所

構法

耐震性能

耐荷重性能

高さ（ｍｍ）

構成材

ボーダー部及びスロープ

・パネル構法　・溝構法

・１．０Ｇ　　・０．６Ｇ

・３０００Ｎ　・５０００Ｎ

・パネル構法　・溝構法

・１．０Ｇ　　・０．６Ｇ

・３０００Ｎ　・５０００Ｎ

※メーカー仕様　・図示 ※メーカー仕様　・図示

可動間仕切り
（２０．２．３）

JIS A6512によるほか、下記による

(1)構造形式　・パネル式　・スタッド式（・スタッド露出　・スタッド内蔵）　・スタッドパネル式

(2)表面材質及び厚さ（ｍｍ）　　※鋼板O.8　　

(3)仕上げ　　・メラミン樹脂塗料又はアクリル樹脂塗料焼付け塗装

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（※常備色　　・指定色）　　

(4)パネル厚さ　　　（ｍｍ）程度

(5)製造所　　JIS A6512によるもの又は、評価名簿による

トイレブース
（２０．２．５）

(1)表面材　　※　メラミン化粧樹脂板　　・　ポリエステル樹脂板　　・図示による

(2)PS部　　周囲（3方）は天井までとする

(3)製造所　　※　評価名簿による　　

階段滑り止め
（２０．２．６）

(1)材種　ステンレス製（・埋込み工法　※接着工法）

(2)フラットエンド　・有（※タイヤ同材　・ステンレス製）・無

(3)形式　※ビニルタイヤまたは合成ゴムタイヤ入り　　・タイヤ無

（２０．２．８）
　　　枠　　※アルミ合金製　　・木製

　　　色彩　※緑　　　・黒　　・白

黒板及びホワイトボード (1)仕様　　・広島県高等学校黒板仕様　・JIS規格品　　・図示

(2)種類　　※研ぎ出し黒板（・木製　※鋼製）・焼き付け黒板　・ほうろう　　・図示

(3)製造所

表示
（２０．２．１０）

上記並びに「公共建築におけるサイン工事の取扱について」（平成4年度広島県営繕課制定）による。

　標準寸法

　文字

　文字寸法

　書体 ※　太ゴシック正体　　　・　角ゴシック長体1号

※　文字間隔は芯合せ

※　シルク印刷　　　　　・　エナメル書き

　アクリル板厚５　　・　50×250以上　　　　・図示による　

・　室名札　　・　ピクトグラフ　　・　庁舎案内板　　・　視覚障害者案内板

庁名文字 詳細図による

・切抜文字（・ステンレス製　・黄銅製）・箱文字（・ステンレス製　・黄銅製）

字数（　　）　　文字の大きさ（　　）号　　・図示による

煙突ライニング
（２０．２．１１）

製造所　　※評価名簿による　　

ブラインド
（２０．２．１２）

形式

材種

開閉方式

スラットの成形幅（ｍｍ） ※２５　・３５　

※ギヤー式　・コード式

※アルミニウム合金

※横形ブラインド ・縦形ブラインド

※コード式

・７５以上　・１００

・アルミスラット　・クロススラット

１０ ロールスクリーン
（２０．２．１３）

種別　　ホワイトスクリーン

　　形式　　※スプリング巻上（ノーショック）式

　　寸法（ｍｍ）　　幅（　　　）　　　高さ（　　　）

１１ カーテン
（２０．２．１４）

施工箇所 きれ地の品質（製造所） ひだの種別 形式 引分け装置

・片引　・引分け

・片引　・引分け

・片引　・引分け

・有　・無

・有　・無

・有　・無

暗幕用カーテンの重ねかけ　　※300以上

カーテンレール　　材種　　　※ステンレス製　　・アルミニウム製

１

雑　

工　

事

２

３

４

５

６

７

８

９

１２アコーデオンドア

１３ＯＨＰ用スクリーン

１４浴槽

１５くつふきマット

１６旗ざお受金物
１７旗ざお
１８カウンター

製品は消防法に認定する防炎加工を行ったものとする。

製作所

種別　　ホワイトスクリーン

　　形式　　

バーナー　・都市ガス用　・プロパンガス用

釜　　※バランス式（・一般型　※シャワー付型）・外釜式

そう　・鉄板ホーロー仕上　・ポリバス　※ステンレス

　　寸法（ｍｍ）　　幅（　　　）　　　高さ（　　　）　＊詳細は標準図による。

寸法（ｍｍ）　長さ（　　　）　幅（　　　）　高さ（　　　）　保温ふた付

※　ビニール製（受わくステンレス製）

・　硬質アルミニウム製（受わくステンレス製）

材質　・黄銅（ホワイトブロンズめっき仕上）・ステンレス製（　　　）組

製造所

製造所

２０

雑　

工　

事

１９ 鋼製書架及び物品棚

２０ ステンレス流し台
２１ 吊り戸棚
２２ 水切り棚
２３ コンロ台
２４ 点検口

２５ 屋上点検口

２６ 焼却炉

２７ 砂利敷き

２８ 間知ブロック積み

２９ 敷地・境界石標
３０ トラフ

３１ 階段手すり笠木

３２ 天井見切縁
３３ 視覚障害者用誘導

ブロック
３４ シャワーブース
３５ 家具工事

３６ 体育館器具
３７ 換気扇枠等

鋼製書架　　※　ＪＩＳ　Ｓ　１０３９規格品　

鋼製物品棚　※　ＪＩＳ　Ｓ　１０４０規格品　

・　ＢＬ部品（トラップ付）　　・　一般型（水封５０ｍｍ以上のトラップ付）

・　ＢＬ部品　　・　一般型　　・　公共住宅型

・　一般型（材質はステンレス鋼又はアルミニウム）

・　ＢＬ部品　　・　一般型　　・　公共住宅型

天井　　材種　アルミニウム製、寸法（ｍｍ）　　※４５０×４５０　・６００×６００

製造所　昭和ロックＫＫ（天井ハッチ）、ＫＫダイケン（Ｚ型）

　　　　ナカ工業ＫＫ（ハイハッチＳＤ）、ＫＫマンテン（テンケンハッチ）

　　　　理研アルミ建材ＫＫ（天井点検口）

床　　　材種　アルミニウム製、寸法（ｍｍ）　　※４５０×４５０　・６００×６００

製造所　＊評価名簿による　

材種　　　※　ステンレス製　　　・　鋼製

大きさ　　・　（　　　）×（　　　）　　　　・　（　　　）　

基礎寸法　　　（　　　）×（　　　）×（　　　）　　　地業厚　６０ｍｍ

製造所

　　　建物周囲その他　　　・Ａ種　　　※Ｂ種

種別　通路　　　　　　　　※Ａ種　　　・Ｂ種

面の形状　　　※正方形　　・　長方形

ＪＩＳによる重量区分　　　・　ブロックＡ　　　※　ブロックＢ

目塗り　　　・　行う　　　※　行わない

広島県公有財産管理規則による標識とする。（　　　）箇所

枠　　　・　硬質アルミ枠

　　　詳細は建築工事標準詳細図による。

・　ビニール製　　　・ステンレス製　　・図示による

製造所

材種　　　※　アルミニウム既製品（押出し型材）　　　・　ビニル既製品　　・木製

材種　・塩化ビニル製（厚さ２ｍｍ）　　・コンクリート製（厚さ３０ｍｍ）

　　　詳細は建築工事標準詳細図による。　　・図示による

・　製造所仕様を基本とし、施工図提出のうえ監督職員の承諾を得ること。

　・メーカー仕様による　　・図示による

原則として家具職人の施工とし、施工に先立ち施工図を監督職員に提出し、形状、寸法、材料、工法、金物

等の承諾を受けること。

製造所　　　小川長春館・セノー・都村製作所　　・既設床金物（既設再用）

延焼のおそれのある部分で、耐火構造又は防火構造が欲求される場合は、鋼製ＰＬ厚１．５ｍｍ以上の特定

防火設備又は防火設備を使用すること。

・遠心力鉄筋コンクリート管　　（管径１５０ｍｍ未満は市販品とする）排水管
　種類　　※外圧管１種

　継手　　※ソケット管のゴム接合　　・カラー又はソケット管のモルタル接合

・硬質塩化ビニル管　　　・ＶＰ　　　・ＶＵ

（２１．２．１）

埋戻しに用いる材料
（２１．２．３）
グレーチング
（２１．２．２）

鋳鉄製マンホール
（２１．２．２）

排　

水　

工　

事
種別（表３．２．１による）

・　Ａ種　　　※　Ｂ種　　　・　Ｃ種　　　・　Ｄ種

材質　　　※　鋼製　　　・　ステンレス製

耐荷重等は図示による

製造所　　　※　評価名簿による

広島県名入りとし、雨水、雑排水、汚水等の表示入りとする。

形式　　・水封形　　・簡易密閉形　　　・密閉形

安全荷重（ＫＮ）

　　屋内用　　※Ｔ－２用（５）

　　屋外用　　・Ｔ－２用（５）　※Ｔ－６用（１５）　・Ｔ－２０用（５０）

製造所　　　※評価名簿による

１

２

３

４

２１

・畳表は１等とする

・サンゲツ・シンコール

・図示による

・図示による

・図示による

・図示 ・図示

・　図示による

・　既設に合せる

・　既設に合せる

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ ０６

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 建築工事特記仕様書⑤ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



特記事項項目章
２２ 路床の盛土材料

（２２．２．３）
路盤の構成は図示による。

種別（表３．２．１による）　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

試験
（２２．２．５）

路床土の支持力比（ＣＢＲ）試験

　　　※行わない　　　・行う　（※乱した土　　　・乱さない土）

路床締固め度の試験　　・行う　　※行わない

（２２．４．３～
　２２．４．６）

アスファルト舗装 路面の構成は図示による。

アスファルト舗装加熱アスファルト混合物の種類

・表層

区分 地域別 種類

・一般地域

・寒冷地域

・基層 一般及び寒冷地域

・密粒度アスファルト混合物（１３）

・細粒度アスファルト混合物（１３）

・密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

・細粒度ギャップアスファルト混合物（１３Ｆ）

・細粒度アスファルト混合物（２０）

・　カラー舗装の種類

　　種類　　※顔料を使用した加熱アスファルト混合物

シールコート　　　・　行う　　　※　行わない

アスファルト混合物の抽出試験　　　・　行う　　　※　行わない

コンクリート舗装
（２２．５．３～
　２２．５．６）

舗装の構成は図示による。

溶接金網　・使用する（・１５０×１５０×６　・図示　　　）・使用しない（D10＠200ﾓﾁｱﾐｼﾝｸﾞﾙ）

コンクリート板の厚さの試験　　　・　行う　　　※　行わない

ブロック系舗装
（２２．８．３）

舗装の構成は図示による。

・インターロッキングブロック舗装

材質　（※コンクリート　・　　　）形状　　　　　　　寸法

種類　　　色彩　　　・ナチュラル　　　・カラー

　　　　　厚さ（ｍｍ）　　　※６０　　　・８０　　　

表面加工

クッション材　　　※砂　　　・空練りモルタル

※適用する　（・再生加熱アスファルト混合物　・再生クラッシャーラン

　　　　　　　・再生粒度調整砕石　・再生コンクリート砂）

・適用しない

再生資源

２３ 植栽地の試験
（２３．１．３）

（２３．２．２）
植栽基盤の整備

土壌の酸度及び塩分量の試験　　　・　行う　　　・　行わない

樹木　　　・行う（※Ａ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種）　　　・行わない

芝　　　　※行う（※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種）　　　・行わない

　　　　　　　品質　・規格については、監督職員と協議すること

植込用土及び土壌改良材
（２３．２．３）

植え込み用土の種別　　※　現場発生の良質土　　・搬入土（良質土）

土壌改良材の種別　　　・　バーク堆肥　　　・　発酵下水汚泥コンホスト

支柱材
（２３．３．２）

※　丸太（杉の焼丸太）　　　・　竹　　　　

芝
（２３．４．２）
（２３．４．３）

種別　　　※　こうらい芝　　　・　野芝

芝張り　・平地　　　　　　※目地張り　　　

　　　　・切り土のり面　　※べた張り　　　

　　　　・盛り土のり面　　※筋芝張り　　　

客土　　　※　行う　　　・　行わない

１

２

３

舗　

装　

工　

事

４

５

６

１

２

３

４

５

植　

栽　

工　

事

提出書類一覧

名　　称 部数 提出期日 提出月日 備　　考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

19

18

20

21

23

22

24

25

27

26

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

着手届（発注者書式）

主任技術者・監理技術者・現場代理人届

同上経歴書（書式は自由）

工事工程表

詳細基本工程表

見積書（請負者が算出した数量による内訳明細書）

下請業者名簿（承認願い）

主要資材発注先名簿（承認願い）

期間別工事工程報告書

鉄筋及び鉄骨試験表

コンクリート調合表

コンクリート圧縮試験表

施工図・製作図・承認図

各種施工要領書

工事写真

火災保険証の写し

材料出荷証明書

塗装関係の使用量の報告書

アスファルト調合表、試験表

工事打合簿

工程指定の報告書（法　第12条3項）

浴室ユニット社内検査表

社内検査表

竣工図（文字入り製本・Ａ３版及びＡ４版）

各工事保証書

鍵番号表

電気絶縁抵抗試験表

テレビ共聴電解強度試験表・画面解像度表

接地抵抗試験表

ガス気密試験報告書

水圧試験報告書

電気メーター指針表

水道メーター指針表

ガスメーター指針表

給水ポンプ及びモーター明細書

完成写真（撮影箇所は監督員の指示による）

総合仮設計画書（安全計画書含む）

上記以外に発注者、監督員の指示によるもの

２ 契約時

契約時

契約時

５日以内

５日以内

５日以内

各工事着手前

資材搬入前

毎月２回

随　時

随　時

随　時

随　時

随　時

毎月２回

着工前

随　時

随　時

随　時

完了時

随　時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

随　時

随　時

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

※提出書類はＡ４にて製本の事

設計監理者にも提出の事

免許証等（写し）添付

Ａ４版程度

Ａ３～Ａ２版程度

Ａ４版ファイル

施工体制台帳等共

現況写真添付のこと

ミルシート等

４週（公共機関試験）

最終はＣＤデータ

工期の20日延長

写真添付のこと

原図を訂正のこと

ＣＤデータ

Ａ２版程度の図面添付

提出書類綴込み用空ファイル ５日以内 10㎝用程度　　月　　日

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

各３

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

４

完了時 　　月　　日２40 環境物質測定（3箇所）
６ 既設植栽の移設 移設　　　※　行う（係員の指示による）　　　・　行わない

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ ０７

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 建築工事特記仕様書⑥・工事概要 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



永野南農事集会所

町立永野南小学校

油木町運動広場

安田老人集会所安田老人集会所

町立安田小学校

旧安田小学校講堂

安田公民館

町立三和小学校阿下分校

油木保育所

油木支所

油木郵便局

西油木老人集会所

県立油木高等学校

至東城

至福山

182号
線

18
2号
線

182号
線

18
2号
線

18
2号
線

工事場所

町立油木小学校

付近見取り図

町立神石高原中学校

Ｎ

神石郡神石高原町油木甲6836番地1

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ

付近見取図

０８
Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



医務室指導室会議室

廊下

廊下 事務室

ﾄﾚー ﾆﾝｸﾞﾙー ﾑ

UP

アリーナ

放送室

階段室

控室

風除室

ロビー

U
P

集塵機室

HCWC-2

コリドール

交流テラス

和室
給食保管室

配膳室

搬入口

テラス

生徒用玄関

保健室・処置室

進路指導室

校長室

EPS

（機器置場）

押入

押入

職員室

/教育相談室

相談室

（ステージ）

ｼｬﾜー

(連携玄関)

交流ホール

会議室

コーナー

進路資料

技術室

調理室

EV

技術準備室

設備室

被服室

MWC-2

MWC-1WWC-1

WWC-2

廊下-2

前室

PS

廊下-3

EPS

PS

PS PS

文書書庫

被服準備室

調理準備室

内障子

水屋

ゴミ置場

UP

UP

廊下-4

会議室倉庫

特別支援教室-1
特別支援教室-2

収納棚

作業テラス

UP

昇降口

UP

UP

US

給湯室

印刷室

放送室

UP

UP

UP

来客玄関

玄関ホール

UP

階段-3

階段-1

階段-2

展示ホール

廊下-1

教材倉庫

脱衣室

洗濯

脱衣室

ワークスペース-1

職員更衣室-1

職員更衣室-2

PS

UP

UP

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ受水槽バルク

供給設備

駐車場

駐車場

△
敷
地
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

▽敷地境
界線

▽
道
路
境
界
線

町
道
　
芋
岡
線
　
幅
員
7m

△
敷
地
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

▽
敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

玄関

食 堂
（畳コーナー）

（和室）

（和室）

ピロティ

PS

UP

UP

WC

UP

屋外階段

WWC-1 MWC-1

集会室倉庫-3

舎監室-1

倉庫-1

倉庫-2

ホール

前室

廊下-1

ポーチ

（脱衣室） （押入）

（押入）

配膳室

学習サポート室

機械室 灯油庫

UB1216

凡　例

：改修建物を示す。

花
壇

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ

配　置　図

０９
Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ

S=1/300

高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



１階平面図　S=1/200

校長室

放送室

印刷室

給湯室

展示ホール

UP

来客玄関

UP

玄関ホール

職員室

コリドール

/教育相談室

進路指導室

コーナー
進路資料相談室

廊下-1

WWC-1文書書庫

(連携玄関)

会議室

会議室倉庫

教材倉庫

保健室・処置室

US

脱衣室

生徒用玄関

昇降口

UP UP

交流ホール

階段-1
UP設備室

特別支援教室-2

テラス

特別支援教室-1

ｼｬﾜｰ脱衣室

洗濯

ワークスペース-1

（ステージ）交流テラス

階段-3

作業テラス

技術室

（機器置場）

集塵機室

技術準備室

被服準備室

被服室

EPS

廊下-2

調理準備室

調理室

HCWC-2
廊下-3

前室 水屋

和室

内障子

押入WWC-2

押入

MWC-2

職員更衣室-2

職員更衣室-1

廊下-4

給食保管室

配膳室
ゴミ置場

搬入口

UP

UP

UP

MWC-1 階段-2

UP

PS

PS

PS

EPS

EV

PS収納棚

UP

UP

PS

8,000 8,000 8,000

3,5758,7003,4458,555

6,000 8,000 6,000 8,000 275 3,125

3,40052,0002751,800

X4 X5 X6 X7 X8X3X2X1

3
6
,
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0

1
4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
00
0

2
7
5

1
0
,
5
0
0

7
,
7
25

2
,
5
00

2
,5
0
0

9
,
50
0

Y8

Y7

Y6

Y5

Y3

Y2

Y1

1
2
,
00
0

4
,
00
0

7
5
0

1
4
,
0
0
0

8
,
0
0
0

6
,
00
0

2
7
5

1
0
,
5
0
0

1
2
,
00
0

2
,5
0
0

4,
2
5
0

5
,
2
5
0

X4

52,000

2758,0008,0008,000

3,400 4,600

8,0006,0008,0006,000275

X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11 X12

Y1

Y2

Y3

Y5

Y6

Y7

Y8

改 ：既設建具改修を示す。

凡　　例

改1
AW

改2
AW

改3
AW

改4
AW

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ

１階平面図

１０
Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ

S=1/100

高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



改 ：既設建具改修を示す。

凡　　例

改5
AW

改6
AW

改7
AW

改8
AW

２階平面図　S=1/200

音楽室 音楽準備室

前室

練習テラス

PS

美術室

EPS

廊下-7

美術準備室

理科準備室

理科室

PS

MWC-4

WWC-4

廊下-8

コンピュータ教室

ＰＣ準備室

図書室

閉架書庫

EV
MWC-3

WWC-3 教材庫

HCWC-3

廊下-6
吹抜ブリッジ

テラス

階段-4

更衣室-1

階段-1

更衣室-2

倉庫

生徒会室

普通教室-5

教科準備室

ﾜｰｸｽﾍﾟｰｽ-2

廊下-5

普通教室-4

テラス

普通教室-3 普通教室-2 普通教室-1

階段-2

PS

X1 X2 X3 X8X7X6X5X4

1,800 275 52,000 3,400

3,1252758,0006,0008,0006,000

7,950 4,575 11,550

8,0008,0008,000

3,900 9,950 3,305 2,645 4,400 4,275

X12X11X10X9X8X7X6X5

275 6,000 8,000 6,000 8,000

4,6003,400

8,000 8,000 8,000 275

52,000

X4

Y8

Y7

Y6

Y5

5
,
2
5
0

4
,
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0

2
,
5
00

1
2
,
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0
0

1
0,
5
0
0

Y3

Y2

Y1

2
7
5
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,
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0
0
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0
0
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1
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0
0
0

1
2
,
0
0
0

Y1
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Y3
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Y8
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,
5
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,
5
00

2
,
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0
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,
7
2
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0,
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5
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,
0
0
0

8,
0
0
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1
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3
6
,
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7
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0

4
,
0
0
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改9
AW

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ａ １１

Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ

S=1/100

２階平面図 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



1

1
,7
6
0

9
0
0

（改修前）

7,110

3
,
1
1
0

１階　技術室

ランマガラリ付　4連引違い窓

アルミ製70

透明ガラス　ｔ＝5.0

AW

改1

改 修 内 容

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

記号　　　数量

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

硝      　　子

枠見込　仕上

取  付  場  所

型　　　　式

姿　　図

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

記号　　　数量

記号　　　数量

改 修 内 容

改 修 内 容

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
03
5
0

3
5
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

3
,
1
1
0

7,110

9
0
0

1
,7
6
0

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分 ：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

1
,7
6
0

9
0
0

7,110

3
,
1
1
0

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
03
5
0

3
5
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

AW

改2

透明ガラス　ｔ＝5.0

70 アルミ製

ランマガラリ付　4連引違い窓

１階　技術室準備室，被服室

3
,
1
1
0

7,110

（改修前）

9
0
0

1
,7
6
0

1

（改修後） （改修後）

（技術準備室） （被服室） （被服室）（技術準備室）

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

（調理準備室）

（改修後）

1

（改修前）

7,110

１階　技術室準備室，被服室

ランマガラリ付　3連引違い窓引違い戸

アルミ製70

透明ガラス　ｔ＝5.0

AW

改3

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

3
5
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

3
,
1
1
0

7,110

9
0
0

1
,7
6
0

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

（被服室）

2
,
10
0

1
0
04
6
0

4
6
0

1
0
0

2
,
10
0

1
,7
6
0

9
0
0

3
,
1
1
0

1
0
03
5
0

（被服室） （調理準備室）

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

（改修後）

1

1
,7
6
0

9
0
0

（改修前）

5,080

3
,
1
1
0

１階　調理室

ランマガラリ付　引違い窓　嵌め殺し窓　引違い窓

アルミ製70

透明ガラス　ｔ＝5.0

AW

改4

70
1,800 1,340

70
1,800

1
0
03
5
0

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

3
5
0

1
0
0

1,800
70

1,3401,800
70

3
,
1
1
0

5,080

9
0
0

1
,7
6
0

（改修後） ：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

1
,7
6
0

9
0
0

7,110

3
,
1
1
0

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
035
0

35
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

AW

改5

透明ガラス　ｔ＝5.0

70 アルミ製

ランマガラリ付　4連引違い窓

２階　音楽室

3
,
1
1
0

7,110

（改修前）

9
0
0

1
,7
6
0

1 1

（改修前）

２階　音楽準備室，美術室

ランマガラリ付　4連引違い窓

アルミ製70

透明ガラス　ｔ＝5.0

AW

改6

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分（改修後）

（音楽準備室） （美術室）（美術室）（音楽準備室）

1
,7
6
0

9
0
0

7,110

3
,
1
1
0

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
035
0

35
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

3
,
1
1
0

7,110

9
0
0

1
,7
6
0

工事名 工事設計図
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1
,
7
6
0

9
0
0

5,080

3
,
1
1
0

70
1,800 1,340

70
1,800

1
0
03
5
0

3
5
0

1
0
0

1,800
70

1,3401,800
70

3
,
1
1
0

5,080

9
0
0

1
,
7
6
0

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

AW

改9

透明ガラス　ｔ＝5.0

70 アルミ製

ランマガラリ付　3連引違い窓引違い戸

２階　理科室

（改修前）

1

（改修後）

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

（改修後）（改修後）

1

（改修前）

２階　理科準備室，理科室

ランマガラリ付　4連引違い窓

アルミ製70

透明ガラス　ｔ＝5.0

AW

改8

：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分：ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ貼部分

1
,
7
6
0

9
0
0

7,110

3
,
1
1
0

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
03
5
0

3
5
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

改 修 内 容

改 修 内 容

記号　　　数量

記号　　　数量

硝      　　子

枠見込　仕上

取  付  場  所

型　　　　式

姿　　図

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

硝      　　子

枠見込　仕上

取  付  場  所

型　　　　式

姿　　図

記号　　　数量

1. 既設ガラスにカッティングシート貼りを行う。

改 修 内 容

AW

改7

透明ガラス　ｔ＝5.0

70 アルミ製

ランマガラリ付　4連引違い窓

3
,
1
1
0

7,110

（改修前）

9
0
0

1
,
7
6
0

1

２階　美術室，美術準備室

（美術室） （美術準備室） （美術準備室）（美術室） （理科準備室） （理科室） （理科室）（理科準備室）

1
,
7
6
0

9
0
0

7,110

3,
1
1
0

1,725
70 70

1,725 1,725
70

1,725

1
0
03
5
0

3
5
0

1
0
0

1,725
70

1,7251,725
7070

1,725

3,
1
1
0

7,110

9
0
0

1
,
7
6
0
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玄関

食 堂（畳コーナー）

（和室）

（和室）

ピロティ

PS

U
P

U
P

WC

UP
屋外階段

WWC-1 MWC-1

集会室倉庫-3

舎監室-1

倉庫-1

倉庫-2

ホール

前室

廊下-1

ポーチ

（脱衣室）（押入）

（押入）

配膳室

学習サポート室

機械室 灯油庫

UB1216

医務室指導室会議室

廊下

廊下 事務室

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ

UP

アリーナ

放送室

階段室

控室

風除室

ロビー

U
P

集塵機室

HCWC-2

コリドール

交流テラス

和室 給食保管室

配膳室

搬入口

テラス

生徒用玄関

保健室・処置室

進路指導室

校長室

EPS

（機器置場）
押入

押入

職員室

/教育相談室

相談室

（ステージ）

ｼｬﾜｰ

(連携玄関)

交流ホール
会議室

コーナー

進路資料

技術室

調理室

EV

技術準備室

設備室

被服室

MWC-2

MWC-1WWC-1

WWC-2

廊下-2

前室

PS

廊下-3

EPS

PS

PS PS

文書書庫

被服準備室

調理準備室

内障子

水屋

ゴミ置場

UP

UP

廊下-4

会議室倉庫

特別支援教室-1 特別支援教室-2

収納棚

作業テラス

UP

昇降口

UP

UP

US

給湯室

印刷室

放送室

UP

UP

UP

来客玄関

玄関ホール

UP

階段-3

階段-1
階段-2

展示ホール

廊下-1

教材倉庫

脱衣室

洗濯

脱衣室

ワークスペース-1

職員更衣室-1

職員更衣室-2
PS

UP

UP

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ受水槽バルク

供給設備

駐車場

駐車場

△
敷
地
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

▽敷地境
界線

▽
道
路
境
界
線

町
道
　
芋
岡
線
　
幅
員
7m

△
敷
地
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

▽
敷
地
境
界
線

敷
地
境
界
線

駐車場（神石高原町管理施設）

目隠しフェンス設置目隠しフェンス設置

目隠しフェンス設置

門扉設置
W=3.0ｍ

W=4.0ｍ

門扉設置

渡り廊下

W=2.0ｍ×2ヶ所

門扉設置
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 ．工　事　概　要

1．工事名称

2．工事場所

3．建物概要

4．工事種目 （　　印の付いたものが対象工事種目）

建物別及び屋外

工事種目

5．指定部分　　　※　無し　　・　あり（工期　平成　　年　　月　　日）

対象部分：

（改修工事の場合の部分使用　　　※　無し　　　　・あり）

動 力 設 備

電 熱 設 備

雷 保 護 設 備

受 変 電 設 備

電 力 貯 蔵 設 備

発 電 設 備

構内情報通信網設備

構 内 交 換 設 備

情 報 表 示 設 備

映 像 ・ 音 響設 備

拡 声 設 備

誘 導 支 援 設 備

テレビ共同受信設備

監 視 カ メ ラ設 備

駐 車 場 管 制設 備

防犯・入退室管理設備

火 災 報 知 設 備

中央監視制御設備

医 療 関 係 設 備

構 内 配 電 線 路

構 内 通 信 線 路

電 灯 設 備

 ．工　事　仕　様

1．共通仕様

2．特記仕様

項　　　　目 特　　記　　事　　項

(１)特記仕様及び図面に記載されていない事項は，国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気

　設備工事編）（平成31年版）」（ただし改修工事の場合は「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成

　31年版）」）（以下「標準仕様書」という）及び「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成31年版）」

　（以下「標準図」という）による。

(２)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合，機械設備工事及び建築工事はそれぞれの工事仕様書を適用する。

(３)本工事は工事中及び完成後に必要に応じ次の調査を行うため，発注者より連絡があれば対応すること。

　　イ 完成施設事後調査（第1次調査）・・・・・引渡後概ね６ヶ月後

　　ア 公共事業労務費調査・・・・・工事中に実施（調査票の記入提出，発注者実施への協力等）

　　ウ 完成施設事後調査（第2次調査）・・・・・引渡後概ね１年目頃

　　エ 瑕疵担保調査・・・・・建設工事請負契約約款第41条に定める期間内 

(２）特記事項のうち選択する事項は○印の付いたものを適用する。ただし，○印のない場合は※印を適用する。

(１）項目は，番号に○印の付いたものを適用する。

(３）標準仕様書で「特記がなければ，」以下に具体的な材料・品質性能・工法検査方法等を明示している場合におい

　て，それらが関係法令等（条例含む）に抵触する場合には，関係法令等の遵守（1.1.13）を優先する。

1. 機材の品質等

2. 電気工事士

3. 官公署への手続き

4. 工事用電力，水，その他

5. 監督職員事務所

(１)本工事に使用する機材等は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質

また，国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づき

及び性能を有するものとする。ただし，製造業者等が記載されている場合に同等品を使

用する場合は，あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

策定された「広島県グリーン購入方針」に掲載されている品目については，他の特記事

項及び図面表記の範囲内で，環境負荷を低減できる材料を優先的に選定するよう努める

ものとする。

(２)別表－１に示す機材等を使用する場合は，次の①から⑥すべての事項を満たす証明と

なる資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし，次の①から⑥すべての事項を評

価された事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明

となる資料等の提出を省略することができる。

①品質及び性能に関する試験データを整備されていること

②生産施設及び品質の管理が適切に行なわれていること

③安定的な供給が可能であること

④法令等で定めがある場合は，その許可，認可，認定又は免許を取得していること

⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること

⑥販売，保守等の営業体制が整えられていること。なお，システムとして機能するも

　のにあっては，システムの構築能力があり，現場での施工体制が整えられていること

最大電力500kW以上の場合においても，第1種電気工事士により施工を行う。

工事の着手，施工，完成にあたり，関係官公署その他関係機関への必要な届出手続き等

を遅滞なく行う。

本工事に必要な工事用電力，水及び諸手続きなどの費用はすべて受注者の負担とする。

本工事で設置する　（　　　m2）

6. 受注者事務所その他 構内につくることができる

拡

声

設

備

・外部足場（　種） ・内部足場（　種）
構

内

配

電

線

路

接地の種類 記　号 接地抵抗値 接　　　地　　　極

共　同　接　地 10Ω以下 EB×3連－　2組

共　同　接　地 EA・C・D 10Ω以下 EB×3連－　2組

A　　　　　種 EA 10Ω以下 EB×3連－　2組

B　　　　　種 EB Ω以下 EB×2連－　2組

C　　　　　種 EC 10Ω以下 EB×3連－　2組

一

般

共

通

事

項

100Ω以下D　　　　　種 ED

高　圧　避　雷　器 ELH 10Ω以下 EB×3連－　2組

交　換　機　用 Et 10Ω以下 EB×3連－　2組

通　　信　　用 EAt 10Ω以下 EB×3連－　2組

構

内

通

信

線

路

通　　信　　用 100Ω以下

電話引込口の保安器用 100Ω以下

測　　定　　用 Eo

名　　　　　称 測　　点 取付高（mm） 名　　　　　称 測　　点 取付高（mm）

拡　

声

1,800～2,000 　200

1,800～2,200 1,300

表　
　
　
　

示

　200

1,300
機材の周囲処理

　200

1,300 1,300

電　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

灯

〃 1,100 　300

誘　

導　

支　

援

  900 1,000

1,800 1,100

  300 1,300

〃   150 　900

  150 　400

一

般

共

通

事

項

800～1,300

テ
レ
ビ
共
同
受
信

〃 　400 　200

〃 　900 　300

300～400 　150

2,100～2,300

2,000～2,500

  150 800～1,500

電

灯

設

備

火
災
報
知
設
備

 材料とする。 800～1,500

1,500 800～1,500

1,300 　200

端子盤   300 　200

  200

ガ
ス
検
知

  300 　300

  150 　300

　300

  200

雷
保
護
設
備

し提出すること。

受

変

電

設

備

 別表-1「外部機関等による評価済み機材表」

品　　　目 機　　　　　材　　　　　名

するものとする。

そ

の

他

キュービクル式配電盤 制御盤

高圧スイッチギア（PW形）

発

電

設

備

高圧交流遮断器 高圧避雷器 高圧進相コンデンサ

高圧限流ヒューズ 高圧負荷開閉器 高圧変圧器（特定機器）

低圧回路

据置ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

・一般の施設・特定の施設
設置場所 機器種別

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

2.0 1.5 1.5 1.0機　　器
上層階

2.0 2.0 2.0 1.5防振支持の機器
屋上及び塔屋

2.0 1.5 1.5 1.0水　槽　類

1.5 1.0 1.0 0.6機　　器

中間階 1.5 1.5 1.5 1.0防振支持の機器

1.5 1.0 1.0 0.6水　槽　類

1.0 0.6 0.6 0.4機　　器

1.0 1.0 1.0 0.6地下及び1階 防振支持の機器
電動機出力（kW） 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 11 15 18.5 22 30 37 45 55 75

1.5 1.0 1.0 0.6水　槽　類
95.5規約効率(％) 86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5 95.0 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

7. 工事現場の表示

8. 交通誘導員

9. 足場

10. 施工条件

11. 施工調査

12. 非破壊検査

13. 発生材の処理

14. 建設発生土の処理

15. 工事中情報共有ｼｽﾃﾑ

16. 電子納品

17. 完成時の提出書類等

18. 施工図等

19. 電線類

20. 耐震措置

現場の見えやすい位置に，監督職員が指示する次の表示板を設置する。

※工事名等の表示板（900mm×600mm）　　・工事概要等の説明看板（900mm×600mm）

___________________________作業期間，交通誘導員を______（人/日）配置すること。

本工事で設置する。

現場説明書による。

　施工に先立ち，改修工事関連（施工部位により既存性能を損なうおそれのある）部分

の事前調査を行い監督職員に報告書を提出する。（・　　　　　　　・　　　　　　）

　はつり工事及び穿孔作業を行う場合は，事前に非破壊検査を行い監督職員に報告する。

探査方法は電磁誘導式を原則とする。放射線透過検査等による埋設物の調査実施する

場合，範囲は監督職員の指示による。なお，検査費は別途とする。

引渡しを要するもの　  ※無 ・有（・金属類　・盤類　・電線,ケーブル  ・      　）

特別管理産業廃棄物　  ※無 ・有（・PCB使用機器　・アスベスト含有設備資機材　）

工事中，特別管理産業廃棄物が発生すると判明した場合，その処理方法は監督職員と協

特別管理産業廃棄物は関係法令に従い適切に処理する。

議する。

放射性物質を含むイオン化式感知器 　 ※ 無　　・ 有

　製造業者又は販売業者に回収を委託する。 （　・ 別途　 ※ 本工事）

再生資源化を図るもの　※無　・有（・蛍光管　・HIDランプ　・小型二次電池　　　）

(１)本工事で発生した建設廃棄物は，広島県（環境県民局）及び保健所設置政令市（広

島市，呉市，福山市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設（許可対象となら

ない中間処理施設にあっては，廃棄物処理法に定められた基準に従った適正な施設）で

処理すること。ただし，建設廃棄物が，破砕等（選別を含む）により，有用物となった

場合，その用途に応じて適切に処理するものとする。

(２)本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記イ）に揚げ

る施設のうち受入れ条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合

計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正当な理由がある場合を除き再資

(３)本工事で発生する建設廃棄物のうち，広島県内の最終処分場に搬入する建設廃棄物

源化に要する費用（単価）は変更しない。

については，広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので，適正に処理すること。なお，

本工事では，広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

※場外指示の場所に処分 ・場外搬出適切処理 ・場内指示の場所に敷きならし 

・場内指示場所への堆積

・当該工事により発生する建設発生土は,次の公の関与する埋立地に搬出するものとする。

  搬出場所                                                               

※当該工事により発生する発生土は，「建設発生土処分一覧表」に掲載されている施設

　のいずれかに搬出するものとする。また，搬出先として，運搬費受入費（平日の受入

　入れ地（一時たい積を含む）を見込んで費用）の合計が，最も経済的になる建設発生

　土リサイクルプラント又は建設発生土受いる。したがって，正当な理由がある場合を

　除き残土処分に要する費用は変更しない。なお，工事後に明らかになったやむを得な

　い事情により，上記の仕様に拠り難い場合は，監督職員と協議をするものとする。

 (１)本工事は，受発注者間の情報を電子的に交換・共有することにより，業務の効率

   化を図る情報共有システムの対象である。なお，運用にあたっては「広島県工事中

   情報共有システム運用ガイドライン」に基づき実施すること。

 (２)本工事で使用する情報共有システムは次とする。

広島県工事中情報共有システム http://chotatsu.pref.hiroshimalg.jp/asp/index.html

 (３)監督職員及び受注者が使用する情報共有システムのサービス提供者（以下「サー

　 ビス提供者」という。）との契約は，受注者が行い，利用料を支払うものとする。

 (４)受注者は，監督職員又はサービス提供者から技術上の問題点の把握，利用にあた

　 っての評価を行うためのアンケート等を求められた場合，協力しなければならない。

 　電子成果品を「営繕工事電子納品要領（以下，要領という）」に基づき作成する。

  ※ 工事管理ファイル ・ 施工計画書　　　・ 工程表　　   ・ 打合せ簿

  ・ 機材関係資料　　 ・ 施工関係資料　 　・ 検査関係資料 ・ 発生材関係資料

  ※ 完成図　　・ 保全に関する資料    ※ 施工図　　※ 完成写真　・ その他

（４）縮小完成図面・施工図面二折り製本A4版製本　　　　　　　　　　　　　2部

（３）完成図面・施工図面二折リ製本A3版製本　　　　　　　　　　　　　　　1部

（１）工事完成図書引渡書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部

（２）完成図書（A4版黒表紙金文字製本）　　　　　　　　　　　　　　　　　1部

（５）工事写真

※型式台帳は，監督職員が指定する様式で作成する。建物で使用する部材，機器を記入

（10）運転操作説明書A4版製本・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　1部

　　　（工事中写真A4版カラーサービス版）　　　　　　　　　　　　　　　　1部

　　　（完成写真A4版カラーサービス版）　　　　　　　　　　　　　　　　　2部

（６）電子成果品（電子納品）CDR　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　2部

（７）工事監理図書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部

（９）諸官庁届出書類一覧表A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部

（８）工事概要調書A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2部

　　　諸官庁届出書類(正)A4版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1部

（11）展開接続図A3版製本 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 部

（12）保全管理台帳A4版・設備台帳A4版        　　　　　　　　　　　　　　 部

（13）型式台帳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1式

※提出部数は，建築工事に合わせる。

※工事写真は「営繕工事写真作成要領」によるほか監督職員の指示による。

※既存完成図（CADデータ含む）の修正を行う（間仕切・室名も現状に合わせて修正す

る）。

当該建物の取得する施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は，発注者に移譲

 別契約の関係工事との取合いを十分に打合せ，各現場代理人捺印の上提出する。なお，

(１）EM電線類で規格等の記載のないものは，ハロゲン及び鉛を含まないものとする。

(２）通信ケーブルでJCS規格にない対数のケーブルはJCS規格に準じたものとする。

(３）盤内配線はEM電線を使用する。ただし，製造者標準品は除く。

設備機器の固定は次によるほか，「建築設備耐震設計・施工指針 2014年版」（独立行

政法人建築研究所監修）による。

(１)機器の据付け及び取付け

設計用水平地震力は，機器重量［kＮ］に，地域係数，（※1.0 ・0.9 ・0.8）とし，

次に示す設計用標準水平震度を乗じたものとする。

設計用標準水平震度

  上層とは2～6階建の場合は最上階，7～9階建の場合は上層2階，10～12階建の場合は

  中間階とは地階，1階を除く各階で上層階に該当しないもの。

  水槽類には燃料小出し槽を含む。

  重要機器は次のものを示す。

 上層3階，13階建以上の場合は上層4階とする。

　（・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・交流無停電電源装置

　　・交換機 ・火災報知受信機 ・中央監視制御装置 ・通信総合盤 ・　　　　　 ）

 (２)設計用鉛直地震力

  設計用水平地震力の1／2とし，水平地震力と同時に働くものとする。

21. あと施工アンカー

22. 呼び線

23. ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄの材質

24. ｶﾊﾞｰﾌﾟﾚｰﾄの用途別表示

25. 電線本数・管路等

26. 接地極

27. 露出配管の塗装

（付属品を含む）

28. 屋外配管の仕上げ

29. ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの塗装

30. 

31. 露出配管の固定保護

32. 屋上・屋側等への設置

屋上・屋側の支持金物等

33. 工事安全計画書

34. 他工事との取合い

35. 天井仕上げ区分

36. 適用区分

1. 配線器具

2.　照明器具

3. 照明制御の照度測定等

4. 照明制御装置設定器

1. 大地抵抗の測定

2. 接地システム

1. 受変電設備容量

2. 変圧器

3. 予備品等

4. 燃料種別

1. 電気方式

〈燃料系発電装置〉

3. 燃料小出槽

2. 発電機容量

1. 太陽電池アレイ

〈太陽光発電装置〉

2. パワーコンディショナ

3. 表示装置

4. 連系する電力系統

1. 型式

2. 保安器用接地

3. 壁掛電話機

1. 機器

2. 新4K，8K対応機器

構
内
交
換
設
備

テ
レ
ビ
共
同
受
信
設
備

施工後確認試験

試験方法　　引張試験機による引張り試験

試験箇所数　１施工単位に対し１本以上

対象機器　　（・配電盤 ・非常用発電機 ・直流電源装置 ・変圧器 ・　       　）

確認強度　　対象機器ごとのアンカーボルト1本に作用する引抜き力以上

長さ1m以上の入線しない電線管には1.2mm以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。

・金属製（ステンレス，新金属も含む）　・樹脂製（使用場所　　　　　　　　　）

シール等を貼付する。

分電盤，制御盤，端子盤などの2次側以降の配線経路，電線太さ，電線本数，管径などは

監督職員の承諾を受けて変更してもさしつかえない。

接地極の材料は次による。

（連結及び単独の場合，EBはD＝14 L＝1,500又はW=40 L＝1,200とする）

（ED，EDt，EDa，ELt，Eoの場合，EBはD＝10 L＝1,000又はW＝30 L=900とする）

塗装する部分　・居室（　　　　　）・廊下　屋上，屋側　・屋外 ・機械室　・　

溶融亜鉛めっき仕上げ［付着量300ｇ/㎡以上］　（ ・屋上 　・屋側　・屋外　）

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽの塗装　　※有（メーカ指定色又は指定色仕上）・無（素地仕上）

ステンレス製または鋼材に溶融亜鉛メッキを施したものとする。

2.5m以下のサドル及びダクターには保護を行う。

建築物（構造体）に直接設置するプルボックス，各種盤及びダクターには周囲にシール

処理を行う。

建設工事公衆災害防止対策要綱及び建築工事安全施工技術指針を参考に，工事現場

の安全対策に関する具体的な工事安全計画書を監督職員に提出する。

図面に記載されていない工事区分は，別紙工事区分表による。

（　　　）書きの室名は直天井を示し，その他は二重天井を示す。

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

（１）風圧力

（２）積雪荷重

　　風圧（Vo＝ ・30 ・32 ・34　m/s）　地表面粗度区分（ ・Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ ・Ⅳ）

　　建設省告示第1455号における区域　　別表（　　　　　　　）

・接地極付きコンセント（2P15A）はプラグ無しとする。

・防水形コンセントはプラグ無しとする。

・ハーネスジョイントボックス用OAタップのケーブルは，ハロゲン及び鉛を含まない

(１)LEDの光源色は別図面に指定がある場合を除き下記による。

　LEDの光源色　　　　　　　　　　　（・電球色　※昼白色）

(２)LED照明器具の定格入力電圧はユニバーサル電圧（100V～242V）に対応する

　ものとする。

 明るさセンサーによる照明制御を行う部屋は，照度測定を行い，測定表を監督職員に

提出する。なお，測定箇所は監督員の指示による。

照度測定（100％点灯時（※夜間　・　　））（調光制御点灯時（※夜間　※昼間））

納入数　　※１個　　・　　個

 工事着手前に大地抵抗率を測定し，測定表及び接地極省略判定記録書を監督職員に

提出する。

・構造体利用接地極　・A型接地極　・B型接地極　・JIS A 4201-1999

     kVA

次のものを付属させる。

・移動車輪（75kVA以上のもの）　　・防震ゴム　　・ダイヤル温度計（置針付）

モールド変圧器の表面は充電部とみなし，注意標識を取付ける。

標準仕様書によるほか電力ヒューズ現用定格値のものを現用数

・高圧　　・低圧

　　　　　kVA以上

返油ポンプのあるシステムでフロートスイッチの上限フロートは，通過形接点とする。

・軽油　　・Ａ重油

公称出力   kW以上 交流出力の電気方式　　相　　線　　V

定格容量   kW以上 自立運転機能　（　・有　　・無）

・液晶　　・LED表示装置

・高圧受電みなし低圧連系　・高圧連系　・低圧連系

※ボタン電話装置  　　 ・交換装置

※本工事　・別途工事

送受話器の落下防止を施す。

本工事において，「無線設備規則の一部を改正する省令」総務省令76号に対応

した，電波漏洩対策を行った機器を使用するものとする。

周波数帯域3,224MHzに対応した機器（増幅器，分配器，テレビ端子等）

を使用する。

1. 増幅器

1. 施工方法

2. 地中箱

3. 高圧負荷開閉器

4. 高圧ケーブルの端末部

5. 高圧ケーブルの屋外

端末処理

6. 標識シート

7. 照明用ポール

1. 施工方法

2. 地中箱

3. 標識シート

1. 機器取付高

協議する。

機器取付高は下記を標準とする。ただし，天井高3m以上の場合及び機器の使用に支障がある場合は監督職員と

・時報及び自動放送（体操放送等）はアッテネータを経由した回路とする。

　（一斉回路は使用しない）

・増幅器の入出力配線と外部配線（壁ボックス等）の接続はコネクターによる。

建物側配管引込み部の地盤変位対応種別(沈下量 ・0.2m以下 ・0.6m以下 ・1.0m以下)

蓋の記号表示　鋳型流込み（※電気　・　　　）

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

・閉鎖形（重耐塩形）　・地絡継電器付（※方向性　・無方向性）

※別置制御装置までの制御ケーブルを付属すること。

　高圧ケーブルの両端部にシースの縮み対策（熱収縮テープによるシースずれ止め対策

等）を行う。

・一般形　・耐塩形

・高圧　　※低圧　　・　　　

照明用ポールは配線用遮断器（トリップ機能なし）又はカットアウトスイッチ（素通

しヒューズ）を設ける。ただし，ガーデンライトは除く。

建物側配管引き込み部の地盤変位対応種別

　　　（沈下量　・0.2m以下　・0.6m以下　・1.0m以下)

蓋の記号表示　鋳型流込み（※電気　・　　　）

ハンドホール内のケーブル支持等は，マンホールに準じて行う。

・通信　　・弱電

地　上～窓中心

床　上～中　心

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

台　上～中　心

床　上～中　心

鏡上端～中　心

床　上～中　心

床　上～下　端

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

天井下～上　端

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

電
力
共
通

取引用計器

引込開閉器

分電盤

ホーム分電盤

スイッチ

 〃 (車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺)

　〃 (多機能ﾄｲﾚ・車椅子用居室)

 〃　(自動･手動切替)

コンセント（一般）

　　〃　　（和室）

　　〃　　（台上）

　　〃　　（土間）

　　〃(車椅子用居室)

　　〃 (車椅子用ﾍﾞｯﾄﾞ周辺)

　　〃　（トイレ）

ブラケット（一般）

　　〃　　（踊場）

　　〃　　（鏡上）

壁掛形制御盤

手元開閉器

操作スイッチ

動　
　

力

構
内
交
換

電
気
時
計

保安器箱

壁付アウトレット

　　〃　　（和室）

壁掛形親時計

子時計

  200

1,500(上端1,900以下)

1,500(上端1,900以下)

1,500(上端1,900以下)

壁掛形スピーカ

壁付アッテネータ

表示盤

壁付発信器

ベル,ブザー,チャイム

受付押ボタン（一般）

電源箱

壁付ｲﾝﾀｰﾎﾝ(上記以外)

床転倒時用

機器収容箱

直列ユニット

　　〃　　（和室）

受信機・副受信機

機器収容箱

発信機

ベル

表示灯

ガス漏れ中継器

検知器（都市ガス）

　〃（LPガス）

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

壁付押ﾎﾞﾀﾝ(多機能ﾄｲﾚ)

車椅子用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(居室子機)

外部受付用ｲﾝﾀｰﾎﾝ(子機)

天井下～上　端

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

天井下～上　端

床　上～中　心

床　上～下　端

地　上～中　心

地　上～中　心

床　上～中　心

〃

〃

天井下～上　端

床　上～中　心

〃

床上～操作部

〃

〃

床上～中心

天井下～上　端

天井下～中　心

天井下～下　端

床　上～上　端

2. 配線図記号その他

(１)EEF1.6-2C×2は，EEF1.6-4Cを使用してもよい。

(２)EMケーブルの表記は警報用及び同軸ケーブルを除き「EM-」を省略する。

3. コリンズ登録について

受注者は受注時又は変更時において請負金額が500万円以上の工事について，工事実績情報サービス（CORINS）

に基づき，登受注，変更，竣工，訂正時に工事実績情報として「工事実績データ」を作成し，監督職員の確認

を受けた後に登録機関に登録申請し，登録機関発行の「登録内容確認書」を監督職員に提出しなければならない。

なお，途中変更時の登録が必要な場合とは，工期の変更，技術者の変更があった場合とする。

LED照明器具（一般屋内用に限る）

蛍光灯器具

照明制御装置

可変速運転用インバータ装置

盤類

高圧機器

絶縁監視装置

蓄電池

交流無停電電源装置（ＵＰＳ）

太陽光発電装置

監視カメラ装置

中央監視制御装置

蛍光灯器具（防爆照明器具及び防災用照明器具を除く）

（注）

分電盤（実験盤を含む）

高圧スイッチギア（CW形）

高圧回路

ベント形据置鉛蓄電池

制御弁式据置鉛蓄電池 シール形ニッケル・カドミウムアルカリ蓄電池

パワーコンデショナ及び系統連系保護装置

監視制御装置

0.4

（注）

規約効率は以下の表に示すとおり（ＪＥＭ-ＴＲ　２４５　「汎用インバーターの規約効率」により算出。ＪＩＳＣ４２１２

「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の低かつ電圧２００Ｖ，ＩＰ４Ｘ，６極，５０Ｈｚの電動機を駆動したときの値）とする。

4. 防振ゴム等の製造検査

本工事の施工に当たり，東洋ゴム化工品（株）又はニッタ化工品（株）で製造された製品や材料を用いる場合
には，使用するまでに第三者機関による品質を証明する書類を提出すること。

建　物　名　称 構　　造 階　数
延べ面積（m2）

建築基準法による

別表第一の区分
消防法施行令

備　　考

EB×1

EB×1

EB×1

EB×1

EA・D

ELt

EDt及びEDa

外灯

工　　　　　　事　　　　　　種　　　　　　別

新設一式

高原寮フェンス等設置工事

神石郡神石高原町油木甲6836番地1

工事名 工事設計図

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第315788号
奥 家 巳 喜

奥 家 巳 喜 建 築 設 計 事 務 所
広島県神石郡神石高原町小畠2750-1

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-85-4500

ＦＡＸ0847-43-8161

ＭＥＭＯ

21(1)第4222号
Ｅ

電気設備工事特記仕様書

０１
Ｏｋｕｉｅ

ｉｋｉ 高 原 寮 フ ェ ン ス 等 設 置



分  電  盤  仕  様

電 気 方 式 附  属  機  器盤名称
標 準 結 線 図 分岐回路 負荷容量電圧主 開 閉 器 マグネット（４Ｌ）リモコン リモコン リモコン 備  考負荷名称幹線番号

結 線 記 号 スイッチ /リレー リレー トランス タイマーT U
（Ｗ）（Ｖ）記号盤形状Ａ Ｂ 合 計 容 量 ２Ｐ１Ｐ

火報 誘

Ｔ

自動点滅器

１Ｏｎ１Ｏｎ１Ｏｎ １Ｏｎ

１Ｏｎ１Ｏｎ １Ｏｎ １Ｏｎ

２Ｏｎ２Ｏｎ ２Ｏｎ ２Ｏｎ

３Ｏｎ ３Ｏｎ３Ｏｎ ３Ｏｎ

４Ｏｎ４Ｏｎ ４Ｏｎ４Ｏｎ

ＮＴ ＮＴ

Ｃ

１Ｏｎ １Ｏｎ

１Ｏｎ １Ｏｎ

２Ｏｎ ２Ｏｎ

３Ｏｎ ３Ｏｎ

４Ｏｎ ４Ｏｎ

ＮＴ

負荷容量の算定

備考負  荷  名  称 負荷容量　Ｗ 備 考 負荷容量　Ｗ負  荷  名  称
FL40W-1 FDL27W

713.12000lm 950ｌｍﾀｲﾌﾟ ﾀｲﾌﾟ
ﾀﾞｳﾝﾗｲﾄ

FL40W-2 IL60W
4.2615ｌｍ254000lmﾀｲﾌﾟ ﾀｲﾌﾟ

ＬＥＤ
Hf32W-1 IL60W

ﾌﾞﾗｹｯﾄ2500lm 16.3 540lm 7.1ﾀｲﾌﾟ ﾀｲﾌﾟ
ｼｰﾘﾝｸﾞHf32W-2 IL60W

31.9 6.85200lm ﾗｲﾄﾀｲﾌﾟ ﾀｲﾌﾟ
IDｼﾘｰｽﾞHf32W-1

20.63200lmﾀｲﾌﾟ
Hf32W-2

6900lm 43.1ﾀｲﾌﾟ
Hf16W-1

1001600lm 12.2 １５Ａ（１口用、２口用）ﾀｲﾌﾟ
ＬＥＤ Hf16W-2

1000２０Ａ3200lm 22.4ﾀｲﾌﾟ
Hf32W-1 換気扇用 100232500lmﾀｲﾌﾟ コンセント
Hf32W-1

2600lm 20ﾀｲﾌﾟ
Hf32W-1

333800lmﾀｲﾌﾟ
直管ﾀｲﾌﾟHf32W-2

4900ｌｍ 44ﾀｲﾌﾟ
Hf32W-1

5040ｌｍ 36ﾀｲﾌﾟ
Hf32W-2

7440ｌｍ 62ﾀｲﾌﾟ

注  記

３．回路番号種別は下記による。１．結線図中，特記なき機器仕様は下記による。

火報 誘 －Ａ　Ｃ　１００Ｖ　誘導灯回路▲－ＭＣＢ３Ｐ －Ａ　Ｃ　１００Ｖ　自火報受信機回路－リモコンリレー１Ｐ２０Ａ（〇）

放 －Ａ　Ｃ　１００Ｖ　防災アンプ回路－ＭＣＢ２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ －リモコンリレー２Ｐ２０Ａ（〇）

－Ａ　Ｃ　２００Ｖ　電灯回路Ｌｎ Ｌｎ－リモコントランスＡＣ１００Ｖ／２４Ｖ －Ａ　Ｃ　１００Ｖ　電灯回路－ＭＣＢ１Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ

Ｃｎ Ｃｎ－ＥＬＢ２Ｐ５０ＡＦ２０ＡＴ －Ａ　Ｃ　１００Ｖ　コンセント回路 －ＡＣ２００Ｖ　コンセント回路－ＭｇＳ２Ｐ３０Ａ

Ｔ －２４Ｈ停電補償付

ＵＶ ＷＨ－不足電圧継電器 －精算電力量計　検定付

ＮＴ ＷＨ －精算電力量計　検定付（パルス発信型）　　　－ニュートラル端子 Ｐ

２．負荷容量欄において（Ｗｏ）はランプワット数をあらわす。

備  考

※、回路番号不明の為、不要回路開閉器二次側切り離し時回路確認を確実に行うこと。

(AF/AT)

分電盤リスト（１）

Ｌ

照　明　器　具　姿　図

1,
2
0
0

3
,
50
0

3
0
0

6
5
0

8
0
0

8
0

38.1φ

60.5φ

114.3φ

9
0
0

500

（標準的な地盤の場合）

参考コンクリート基礎

500　または500φ

昼白色、５０００Ｋ、Ｒａ７０
器具光束１８９０ｌｍ、消費電力２１Ｗ、電圧１００～２４２Ｖ
本体： アルミダイカスト（オフブラック）
天板：鋼板（オフブラック）、グ ローブ：アクリル
光束維持時間４００００時間（光束維持率７５％）
落下防止ワイヤー付、耐雷サージ：１５ＫＶ
上方光束比０～５％以下

ＬＥＤ街路灯　水銀灯１００形相当

注　照明器具品番は、参考品番とする。

街路灯用ポール

ｷ ｭ ｰ ﾋ ﾞ ｸ ﾙ

1φ3W
MCCB 3P

20A

1φ3W

L-WP送り

予備

1φ3W

Ｌ １

ELCB 3P

L-WP外灯制御盤

１００
MCCB2P

３０／２０
外灯 タイマー自動点制御1

盤参考品番

(新設)

　モールライトＸＹ７５７２ＬＥ９

トクポール　ＸＤＹＤ２６３９Ｈ

MCCB 2P

(既設)

30A

30A
TME-311-OR

工事名 工事設計図
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玄関

食堂（畳コーナー）

（和室）

（和室）

PS

U
P

U
P

WC

UP

屋外階段

WWC-1 MWC-1

集会室倉庫-3

舎監室-1

倉庫-1

倉庫-2

ホール

前室

廊下-1

ポーチ

（脱衣室）（押入）

（押入）

配膳室

学習サポート室

機械室 灯油庫

UB1216

医務室指導室会議室

廊下

廊下 事務室

ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑ
UP

放送室

階段室

控室

風除室

集塵機室

HCWC-2

コリドール

交流テラス

和室 給食保管室

配膳室

搬入口

テラス

生徒用玄関

保健室・処置室

進路指導室

校長室

EPS

押入

押入

職員室

/教育相談室

相談室

（ステージ）

ｼｬﾜｰ

(連携玄関)

交流ホール
会議室

コーナー

進路資料

技術室

調理室

EV

技術準備室

設備室

被服室

MWC-2

MWC-1WWC-1

WWC-2

廊下-2

前室

PS

廊下-3

EPS

PS

PS PS

文書書庫

被服準備室

調理準備室

内障子

水屋

ゴミ置場

UP

UP

廊下-4

会議室倉庫

特別支援教室-1 特別支援教室-2

収納棚

作業テラス

UP

昇降口

UP

UP

US

給湯室

印刷室

放送室

UP

UP

UP

来客玄関

玄関ホール

UP

階段-3

階段-1
階段-2

展示ホール

廊下-1

教材倉庫

脱衣室

洗濯

脱衣室

ワークスペース-1

職員更衣室-1

職員更衣室-2
PS

UP

UP

ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

駐車場

駐車場

△
敷
地
境
界
線

▽敷地境
界線

▽
敷
地
境
界
線

バルク

供給設備
受水槽

ピロティ

EM-EEF1.6-3C(22)

CV3.5sq-3C(FEP30) CV3.5sq-3C(FEP30) CV3.5sq-3C(FEP30) CV3.5sq-3C(FEP30)

△
敷
地
境
界
線

△
敷
地
境
界
線

（機器置場）

CV3.5sq-3C(FEP30)B B
L-WP

※、図中　　は、ＬＥＤ街路灯を示す。

※、図中　　は、既設キュービクル予備ブレーカーを示す。B

B※、図中　　は、新設ブレーカーを示す。
EM-CE3.5-3C １線ｱｰｽ

EM-CE3.5-3C １線ｱｰｽ(HIVE22)

既設ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ300 -300（SUS)

ﾌﾟﾙﾎﾞｯｸｽ150 -100（SUS)

既設空調電源（架空）

A(3A)
コア穴あけ50φ

工事名 工事設計図
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